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寒
い
冬
で
も
、
か
わ
い
い
花
が
咲

く
シ
ク
ラ
メ
ン
の
針
植
え
。
み
な
さ

ん
の
ご
家
庭
で
も
、
今
が
花
盛
ウ
だ

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
は
ー
。

…
寒
さ
に
強
い
…
少
々
む
ず
か
し
い

花
で
す
が
、
う
ま
く
栽
培
す
れ
ば
、

十
一
月
か
ら
四
月
ご
ろ
ま
で
、
長
く

楽
し
め
ま
す
。

　
寒
さ
に
は
強
い
の
で
す
が
、
暑
さ

湿
気
に
弱
い
花
で
す
。
あ
ま
り
暖

か
い
部
屋
よ
り
、
温
度
が
十
度
ぐ
ら

い
の
所
を
好
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
燃
や
し

て
い
る
部
屋
で
は
酸
素
不
足
で
、
葉

の
ま
わ
り
が
黒
く
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
通
気
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

…
引
っ
ぱ
っ
て
取
る
な
ハ
折
角
き
れ

い
に
咲
い
た
花
を
長
く
楽
し
み
た
い

の
が
人
情
で
す
。
が
、
こ
れ
は
い
け

ま
せ
ん
。
次
の
つ
ぼ
み
が
待
つ
て
い

ま
す
◎

　
取
り
方
は
引
っ
ぱ
ら
ず
、
親
指
と

人
差
し
指
で
柄
を
「
ね
じ
れ
」
ば
、
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ー
准

元
の
方
か
ら
折
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
柄
の
途
中
か
ら
折
る
の
は

好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

…
水
や
り
…
針
土
の
表
面
が
白
く
な

る
位
に
乾
い
た
ら
、
　
「
イ
モ
」
を
避

シ
ク
ラ
メ
ン
の

手

入

れ

．
ゐ
竹

け
て
下
充
分
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
皿
な
ど
に
水
を
入
れ
、
常
に
「
水

び
た
し
」
で
は
「
イ
モ
」
が
腐
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
一
か
月
に
一
度
ぐ
ら
い
、
配
合
肥

料
を
水
に
溶
い
て
施
し
て
下
さ
い
。

…
植
替
え
は
㎜
日
｝
花
ど
き
が
終

っ
た
ら
、
水
は
中
止
で
す
。
夏
は

そ
の
ま
ま
乾
燥
さ
せ
て
、
日
か
げ

で
、
風
通
し
の
よ
い
所
に
置
き
ま

し
よ
う
◎

　
九
月
中
旬
に
は
植
替
え
が
終
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
土
は
腐
葉

土
と
赤
土
の
混
合
土
を
使
い
、
「
イ

モ
」
の
頭
を
三
分
の
一
ほ
ど
上
に

出
す
と
共
に
、
元
肥
を
施
し
て
植

え
て
下
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
他
の
鉢
も
の
と

同
じ
要
領
で
水
を
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
家
へ
は
寒
さ
に
一
～
二
回
あ
わ

せ
て
か
ら
、
入
れ
て
下
さ
い
。
き

っ
と
き
れ
い
な
花
が
、
咲
く
で
し

よ
p
フ
o

　
自
分
で
丹
精
し
て
咲
か
せ
た
も

の
は
、
美
し
さ
が
一
昧
も
二
味
も

違
う
も
の
で
す
。
あ
な
た
も
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
（
子
・
体
験
）

ヂ
昏
（
ω

　
　
　
　
つ

潅
は
、
を
然
・
、
、
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魑
’
み
く

　
　
た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。
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新
婚
さ
ん

お
く
や
み

重
野
　
カ
ク
㎜
（
下
蝦
池
・
前
田
）

佐
藤
　
テ
ル
㈱
（
天
水
越
・
伴
七
）

志
賀
　
コ
ウ
㈲
（
松
　
口
・
横
道
）

小
野
塚
石
松
㈱
（
中
坪
・
上
之
山
）

小
野
塚
サ
ヨ
⑳
（
中
坪
・
上
之
山
）

小
野
塚
政
次
郎
㈲
（
中
坪
・
峰
）

う
ぶ
声㌧餓／

小
野
塚
智
美
（
湯
山
・
明
の
長
女
）

小
見
さ
と
み
（
黒
倉
・
重
義
の
長
女
）

小
堺
健
一
（
北
浦
田
・
哲
也
の
長
男
）

佐
藤
和
世
（
天
水
越
・
信
一
の
二
女
）

高
沢
　
平
（
湯
山
・
精
一
の
長
男
）

涌
井
信
子
（
五
十
子
平
・
政
司
の
長
女
）

高
橋
圭
子
（
湯
本
・
忠
司
の
長
女
）

佐
藤
隆
光
（
天
水
越
・
真
士
の
長
男
）

福
原
　
と
り
⑱
⑪
（
坪
野
・
池
の
久
保
）

小
口
美
之
作
鱒
湯
山
・
佐
七
）

布
施
　
勝
美
㈱
（
湯
山
・
作
院
）

南
雲
　
タ
ミ
6
⑤
（
西
の
前
・
五
香
屋
）

小
口
　
銀
蔵
㈹
（
松
之
山
・
与
助
）

高
沢
　
キ
ヨ
㈲
（
大
荒
戸
・
吉
田
屋
）

福
原
豪
太
郎
6
9
（
小
谷
・
孫
甚
）

高
橋
清
三
郎
6
萄
（
大
荒
戸
・
堀
下
）

津
端
　
信
義
㈹
（
光
間
・
金
塚
）

　
　
　
身
が
軽
く
、
足
も
速
い
今

　
波
年
の
冬
醤
軍
。
小
正
月
を
過

　
寒
ぎ
た
今
な
お
穏
や
か
な
毎

　
り
日
。

ン

カ
ど
誰
も
が
弱
い
将
軍
を
喜
び

や
も
ま
す
。
が
・
さ
て
・
二
・
三

だ
…
月
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

お
”
］

　
　
　
「
屑
一
引
き
続
き
穏
や
か

…
月
な
日
が
多
い
。
冬
型
は
長
続

ル
3
き
茎
晴
天
が
多
い
．
気

2
　
　
温
は
高
め
で
、
降
水
量
は
少

　
　
な
い
見
込
み
。

劫
凋
返
型
が
強
養

　
　
寒
い
日
力
多
い
。
気
温
、
降

も空
水
量
止
も
に
並
み
の
見
込
み
。

■
発
行
／
松
之
山
町
　
　
■
編
集
／
議
会
事
務
局

山
に
嫁
ぐ
凹

内伸之さん

■
印
刷
／
沢
田
印
刷
K
K

　
わ
た
し
の
名
前
は
悦
子
。
今
日
（

4
月
2
8
日
、
大
安
）
伸
之
さ
ん
の
も

と
へ
嫁
ぎ
ま
す
。

　
妙
高
山
の
ふ
も
と
ヘ
ス
キ
ー
に
来

た
と
き
、
宝
石
の
よ
う
な
「
星
」
の

輝
き
、
そ
れ
に
「
冬
景
色
」
…
…
。

　
今
で
も
印
象
に
残
り
、
想
い
出
日

記
の
廓
頁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
、
育
っ
た
石
川
県
富
来
町
。

雪
は
少
し
積
る
程
度
。
海
の
幸
が
沢

～
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17億1，824万4000円　　　　　　　　二％　で　＿万　に　備に 　
本
年
度
予
算
の
骨
子
は
、
産
業
基
盤
の
整
備
、
振
興
を
最
重
点

に
、
道
路
、
教
育
文
化
、
福
祉
な
ど
生
活
に
関
係
し
た
こ
と
も
整

備
、
拡
充
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
部
内
で
は
経
費
の
節
減
に
極
力
努
め
、
　
「
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」

に
向
け
、
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
規
模
は
、
全
会
計
を
合
わ
せ
て
二
十
三
億
千
六
百
七
十
四

万
五
千
円
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
、
二
億
四
千
七
百
万
円
余
り
、

一
一
・
九
％
伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
分
は
十
七
億
千
八
百
二
十
四
万
四
千
円

で
二
九
・
二
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
伸
び
率
の
順
で
は
①
災
害
復
旧
費
三
五
〇
％
②
民
生
費
一
五
九

％
③
土
木
費
一
四
七
％
④
農
林
水
産
業
費
一
三
八
％
⑤
公
債
費
一

二
四
％
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
弘
　
　
　
所

粉
育

蓼
・
保

熾
た

刀
望

琉
独

んな

を雪センタ

　
こ
の
費
用
は
町
の
総
体
的
な
事
務

を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

　
今
年
は
町
制
施
行
二
十
周
年
・
自

然
休
養
村
事
業
の
完
成
を
記
念
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

ま
す
。
そ
の
一
つ
「
記
録
映
画
」
の

作
成
経
費
三
百
万
円
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
見
送
り
に
な
っ
た
布

川
地
域
に
建
設
さ
れ
る
「
防
雪
セ
ン

タ
ー
」
新
築
事
業
費
の
第
一
年
次
分

三
千
二
百
七
十
万
円
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
に
恵
ま
れ
な
い
人
、
お
と
し
よ
り

の
人
、
保
育
所
の
こ
と
な
ど
社
会
の
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　
国
保
会
計
へ
六
〇
〇
万
円
援
助
す
る
ほ
か
、

老
人
や
障
害
者
の
た
め
の
医
療
費
助
成
に
三

千
八
百
七
十
一
万
円
。
松
里
保
育
所
新
築
事

業
費
と
し
て
五
千
九
百
七
十
一
万
円
を
見
込

み
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

松里保育所の新築

〉上越ミニコロニー負担金87

万円〉町単身障児者、精神障害

者医療費助成86万円〉ホーム

ヘルパー、老人相談員賃金14

7万円〉松寿荘運営費217万

円〉常設保育所費1，972万円

〉へき地保育所費1，508万円

1〉郡特別養護老人ホーム負担金

100万円〉児童手当1，080
万円。

〉財政調整積立金400万円レ

20周年記念事業費400万円
〉赤字路線バス補助金97万円

〉税事務電算委託料163万円

レ知事選挙費122万円〉保安

要員活動費991万円

・
灘
灘
聯

ノ

　
病
気
の
予
防
、
妊
産
婦
を
含
む
母
子
の
健
康
管
理
、
ご

み
収
集
の
こ
と
な
ど
の
運
営
費
で
す
。

　
診
療
所
勘
定
へ
九
百
万
円
、
簡
易
水
道
会
計
へ
三
百
九

十
万
円
そ
れ
ぞ
れ
繰
出
し
ま
す
。

　
成
人
病
、
結
核
予
防
な
ど
の
検
診
費
四
百
五
十
六
万
円
。

　
患
者
輸
送
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
更
新
費
二
百
十
五
万

　
出
稼
ぎ
者
へ
の
福
利
、
厚
生

を
含
む
援
護
対
策
の
経
費
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」
の
印
刷

代
四
十
四
万
円
、
地
方
新
聞
（

新
潟
日
報
の
予
定
）
を
出
稼
ぎ

先
で
購
読
し
て
頂
く
費
用
四
十

万
円
。

　
町
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
関

係
の
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の
経

費
で
す
。

　
耕
土
培
養
資
材
（
ケ
イ
カ
ル
、

鉄
げ
ん
な
ど
）
の
補
助
金
と
し

て
百
六
十
万
円
。

　
農
林
水
産
物
直
売
施
設
設
計

及
び
工
事
費
九
千
二
百
八
十
六

万
円
。
こ
の
施
設
に
使
う
備
品

代
八
百
五
十
四
万
円
。

　
町
森
林
組
合
第
二
次
林
構
事

業
補
助
金
千
五
百
十
万
円
。
東

山
団
地
造
林
保
育
な
ど
委
託
料

千
九
百
七
十
八
万
円
。

　
二
次
林
構
事
業
（
第
二
次
林

業
構
造
改
善
事
業
）
工
事
費
四
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　　　　一般会計ことしの当初予算

乙躍ξζこ認§卿円

15，989円

　　　5％

ク　
ー筋

地方交付税

　123，064円
　　　　40ρ／

町
税

　
〃
一移

㍗
膨
煮

その他

39，007円

　　艶、籔嬢

麟、鱗灘

、
r
〃

国県支出金

　81，107円

　　26％

町債（借入金）

　49，425円

　　16％

円
。

　
津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
の
負
担
金
九
百
二
十
九
万
円
。

乙

マイクロバスを

新更

　≡．
，’

瀬　
　
　
／

s

各病予防費668万円
1〉妊産婦乳児医療費助

成84万円レミルク支給

給103万円〉火葬場
運営費140万円。

彦ピ

～

　
円

費
1
％

　
【
U
7

件
3
1

人
5

　
円

費
8
％

　
9
4

件
7
1

　
2

物
4

／、獲
　　　．諺……．一
　　　（グ｝　　，一・＿

　　　　　　その他
公債費　　26，078円

（借入金返済）　　7％

嘆697胃％

　　　　　　　謬　　　　灘

　　　　照騨
補助金＼
＼　16，912円

　　　6％

建設事業費
144，756円
　　　47％

千
五
百
六
十
四
万
円
。

　
林
道
開
設
、
舗
装
工
事
費
三

千
八
百
三
万
円
。

　
松
里
か
ん
排
事
業
地
形
図
作

成
委
託
料
な
ど
千
六
百
五
十
万

円
。
町
単
田
な
ら
し
等
補
助
金

四
百
六
十
九
万
円
。
農
道
東
山

線
工
事
費
二
千
五
百
万
円
。

　
川
手
、
西
之
前
地
区
ほ
場
整

備
工
事
費
七
千
八
百
万
円
。
藤

倉
、
天
水
越
地
区
ほ
場
整
備
工

事
費
三
千
八
百
万
円
。

　
田
麦
立
農
道
、
中
立
山
農
業

用
水
路
修
繕
工
事
費
六
千
五
百

三
十
万
円
。

農業共済特別余計繰出金280万円レ牧場原材料費

166万円レ肉用牛導入事業基金繰出金140万円

〉水田利用対策費149万円〉治山林道協会負担金

203万円〉林道菱ケ岳線開設負担金350万円〉

峰越林道開設負担金400万円〉藤倉地区確定測量

委託料325万円〉天水越実地測量委託料189万
円〉田麦立農道実地測量委託料250万円〉同農道

用地代230万円。
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17億1，824万4000円　　　　　　　　二％　で　＿万　に　備に 　
本
年
度
予
算
の
骨
子
は
、
産
業
基
盤
の
整
備
、
振
興
を
最
重
点

に
、
道
路
、
教
育
文
化
、
福
祉
な
ど
生
活
に
関
係
し
た
こ
と
も
整

備
、
拡
充
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
部
内
で
は
経
費
の
節
減
に
極
力
努
め
、
　
「
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」

に
向
け
、
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
規
模
は
、
全
会
計
を
合
わ
せ
て
二
十
三
億
千
六
百
七
十
四

万
五
千
円
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
、
二
億
四
千
七
百
万
円
余
り
、

一
一
・
九
％
伸
び
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
分
は
十
七
億
千
八
百
二
十
四
万
四
千
円

で
二
九
・
二
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
伸
び
率
の
順
で
は
①
災
害
復
旧
費
三
五
〇
％
②
民
生
費
一
五
九

％
③
土
木
費
一
四
七
％
④
農
林
水
産
業
費
一
三
八
％
⑤
公
債
費
一

二
四
％
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
弘
　
　
　
所

粉
育

蓼
・
保

熾
た

刀
望

琉
独

んな

を雪センタ

　
こ
の
費
用
は
町
の
総
体
的
な
事
務

を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

　
今
年
は
町
制
施
行
二
十
周
年
・
自

然
休
養
村
事
業
の
完
成
を
記
念
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

ま
す
。
そ
の
一
つ
「
記
録
映
画
」
の

作
成
経
費
三
百
万
円
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
見
送
り
に
な
っ
た
布

川
地
域
に
建
設
さ
れ
る
「
防
雪
セ
ン

タ
ー
」
新
築
事
業
費
の
第
一
年
次
分

三
千
二
百
七
十
万
円
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
に
恵
ま
れ
な
い
人
、
お
と
し
よ
り

の
人
、
保
育
所
の
こ
と
な
ど
社
会
の
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　
国
保
会
計
へ
六
〇
〇
万
円
援
助
す
る
ほ
か
、

老
人
や
障
害
者
の
た
め
の
医
療
費
助
成
に
三

千
八
百
七
十
一
万
円
。
松
里
保
育
所
新
築
事

業
費
と
し
て
五
千
九
百
七
十
一
万
円
を
見
込

み
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

松里保育所の新築

〉上越ミニコロニー負担金87

万円〉町単身障児者、精神障害

者医療費助成86万円〉ホーム

ヘルパー、老人相談員賃金14

7万円〉松寿荘運営費217万

円〉常設保育所費1，972万円

〉へき地保育所費1，508万円

1〉郡特別養護老人ホーム負担金

100万円〉児童手当1，080
万円。

〉財政調整積立金400万円レ

20周年記念事業費400万円
〉赤字路線バス補助金97万円

〉税事務電算委託料163万円

レ知事選挙費122万円〉保安

要員活動費991万円

・
灘
灘
聯

ノ

　
病
気
の
予
防
、
妊
産
婦
を
含
む
母
子
の
健
康
管
理
、
ご

み
収
集
の
こ
と
な
ど
の
運
営
費
で
す
。

　
診
療
所
勘
定
へ
九
百
万
円
、
簡
易
水
道
会
計
へ
三
百
九

十
万
円
そ
れ
ぞ
れ
繰
出
し
ま
す
。

　
成
人
病
、
結
核
予
防
な
ど
の
検
診
費
四
百
五
十
六
万
円
。

　
患
者
輸
送
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
更
新
費
二
百
十
五
万

　
出
稼
ぎ
者
へ
の
福
利
、
厚
生

を
含
む
援
護
対
策
の
経
費
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」
の
印
刷

代
四
十
四
万
円
、
地
方
新
聞
（

新
潟
日
報
の
予
定
）
を
出
稼
ぎ

先
で
購
読
し
て
頂
く
費
用
四
十

万
円
。

　
町
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
関

係
の
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の
経

費
で
す
。

　
耕
土
培
養
資
材
（
ケ
イ
カ
ル
、

鉄
げ
ん
な
ど
）
の
補
助
金
と
し

て
百
六
十
万
円
。

　
農
林
水
産
物
直
売
施
設
設
計

及
び
工
事
費
九
千
二
百
八
十
六

万
円
。
こ
の
施
設
に
使
う
備
品

代
八
百
五
十
四
万
円
。

　
町
森
林
組
合
第
二
次
林
構
事

業
補
助
金
千
五
百
十
万
円
。
東

山
団
地
造
林
保
育
な
ど
委
託
料

千
九
百
七
十
八
万
円
。

　
二
次
林
構
事
業
（
第
二
次
林

業
構
造
改
善
事
業
）
工
事
費
四

【3】””“1”””ll”1””1”””lll”””1””ll”1”広報まつのやま　No53”1脚1”””IIl”

　　　　一般会計ことしの当初予算

乙躍ξζこ認§卿円

15，989円

　　　5％

ク　
ー筋

地方交付税

　123，064円
　　　　40ρ／

町
税

　
〃
一移

㍗
膨
煮

その他

39，007円

　　艶、籔嬢

麟、鱗灘

、
r
〃

国県支出金

　81，107円

　　26％

町債（借入金）

　49，425円

　　16％

円
。

　
津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
の
負
担
金
九
百
二
十
九
万
円
。

乙

マイクロバスを

新更

　≡．
，’

瀬　
　
　
／

s

各病予防費668万円
1〉妊産婦乳児医療費助

成84万円レミルク支給

給103万円〉火葬場
運営費140万円。

彦ピ

～

　
円

費
1
％

　
【
U
7

件
3
1

人
5

　
円

費
8
％

　
9
4

件
7
1

　
2

物
4

／、獲
　　　．諺……．一
　　　（グ｝　　，一・＿

　　　　　　その他
公債費　　26，078円

（借入金返済）　　7％

嘆697胃％

　　　　　　　謬　　　　灘

　　　　照騨
補助金＼
＼　16，912円

　　　6％

建設事業費
144，756円
　　　47％

千
五
百
六
十
四
万
円
。

　
林
道
開
設
、
舗
装
工
事
費
三

千
八
百
三
万
円
。

　
松
里
か
ん
排
事
業
地
形
図
作

成
委
託
料
な
ど
千
六
百
五
十
万

円
。
町
単
田
な
ら
し
等
補
助
金

四
百
六
十
九
万
円
。
農
道
東
山

線
工
事
費
二
千
五
百
万
円
。

　
川
手
、
西
之
前
地
区
ほ
場
整

備
工
事
費
七
千
八
百
万
円
。
藤

倉
、
天
水
越
地
区
ほ
場
整
備
工

事
費
三
千
八
百
万
円
。

　
田
麦
立
農
道
、
中
立
山
農
業

用
水
路
修
繕
工
事
費
六
千
五
百

三
十
万
円
。

農業共済特別余計繰出金280万円レ牧場原材料費

166万円レ肉用牛導入事業基金繰出金140万円

〉水田利用対策費149万円〉治山林道協会負担金

203万円〉林道菱ケ岳線開設負担金350万円〉

峰越林道開設負担金400万円〉藤倉地区確定測量

委託料325万円〉天水越実地測量委託料189万
円〉田麦立農道実地測量委託料250万円〉同農道

用地代230万円。
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灘黙購難難灘灘灘錘襲羅難羅蒙羅顯曝灘黙

助産費6Q，000円、葬祭費

　15，000円は据置くことに
なりました。

老人医療、高額療養給付など

の公費負担による医療費、1件

当りの医療費の伸びは、落ちつ

きを見せ始めています。

　このことが、本年度の国保税

負担に大きな影響をもたらして

います。

前年度に比べ被保険者数、世

帯数が減ったものの国保税は1

人当り11円の引上げにとどめ、

一方世帯当りでは1，136円軽

減することになりました。

予算の財源構成比では、国保

税25％、一部負担金15％、

国県補助金が56％を占め、こ

の会計でも国県の援助を必要と

しています。

経費の節減に努め、引続きみ

なさんから国保事業の育成、健

康管理について深いご理解とご

協力を頂きたいと思います。

靱灘

予算額は、松之山1億71827万円（前年比4。9％増）浦田

a340万円（前年比1．7％増）で、運営する予定です。

松之山は五十嵐先生の体調が懸念されますが、診療収入を1

億7，174万円見込みました。

入院患者用にエアコン1台24万5一干円、二階便所工事費に

70万円でそれぞれ整備し、サービスに努めます。

浦田は綿貫先生が高令にむち打ってへき地医療に尽力頂いて

います。看護婦が1名退職したにもかかわらず診療収入1，63

5万円見込みました。

両診療所とも施設の近代化、設備の充実を図りながら、患者

のみなさんによりよい診療ができるよう努めてまいります。

　2ケ年にわたり工事を進めて

きた「松里地区簡水」も昨秋か

ら給水を開始しました。

このため、予算規模も対比1億

a462万円、85％の減とな
りました。

　これにより、給水人口は町全

体の48％になりました。

一方、建設費は借金により行

っているため、その償還金が予

算総額の55％を超ることにな
ります。

独立採算制的に運営していく

には、利用者に極めて高い負担

を求めなければなりません。

反面、同じ町に住み、同じ水

を飲んで料金が違うという不合

理を解消するためには、使用料

金を僅少づつ引上げても採算割

”
》
。

れを防止する必要に迫られてい

ます。

こんな「ふところ具合」です

から、今年度も一般会計から3

90万円繰入れることになりま
した。

雪の落し子「水」は、松之山

の違大なる財産です。限りある

資源を大切に使いましょう。

轟
、
ル

瓢
610

）

欝

共
済
に
つ
い
て
も
、
共
済
金
が
一

四
干
円
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

ら
は
国
庫
負
担
の
大
巾
な
改
善
が

、
加
入
者
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま

で
、
家
畜
一
頭
当
り
共
済
金
額
の

と
全
頭
加
入
を
目
標
に
ご
協
力
頂

と
思
い
ま
す
。

ほ
か
、
無
事
戻
し
金
、
防
除
機
具

補
助
、
婦
入
講
座
な
ど
を
計
画
し

総
額
は
四
千
百
三
十
四
万
円
（
前

八
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

年ての　き引し行　箱　し下を　七　の百　ろし
度予半こた上たわこ当蚕たげた家八こ補八水具い農
比算額のいげのれれり繭oにど畜％の償十稲合環作

物
共
済
は
、
農
政
を
と
り
ま
く
厳

境
の
中
で
、
毎
年
堅
実
な
ふ
と
こ

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

で
は
一
㎏
当
り
の
共
済
金
額
を
二

一
円
と
し
、
災
害
時
に
よ
り
多
く

を
考
慮
し
ま
し
た
。

結
果
、
補
償
割
合
は
七
五
％
か
ら

に
引
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

共
済
は
、
事
故
率
が
減
少
の
一
途

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
掛
金
率
が
引

な
り
、
一
層
加
入
し
易
く
な
り
ま
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の
学
校
教
育
、
成

ら
ゆ
る
教
育
関
係

O
台
更
新
（
ジ
ー
ゼ

十
万
円
。
社
会
科

費
（
小
・
中
と
も
）

円
。ー

ル
修
繕
費
七
百

。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

ニ
百
五
十
六
万
円
。

　
作
成
ー

本読副の科会社　
児
童
生
徒

人
教
育
と
あ
・

の
経
費
で
す
、

　
ジ
ー
プ
丁

ル
車
）
百
二
・

副
読
本
製
作
凸

二
百
二
十
互

　
浦
田
小
プ

ニ
十
五
万
円
．

運
行
委
託
料
一

螺…鰭
・’・」li纏

，笥校寄宿舎運営費110万円

レ三省小（屋体）地質調査委託料

50万円レ吹奏楽器購入費45
万円》いざり織原材料費4万円

　
就
学
・
通
学
補
助
金
（
小

と
も
）
五
百
七
十
六
万
円
。

中

小
　●

中
と
も

　
町
の
商
工
業
の
振
興
、
主
に
観
光

施
策
の
経
費
で
す
。

　
松
之
山
温
泉
の
配
湯
管
伏
設
工
事

費
三
百
六
十
万
円
。
温
泉
駐
車
場
の

消
雪
設
備
工
事
費
四
百
五
十
万
円
。

　●Jg

　》《ぜ
翻　　　　●　　　　●」

　・！て
　　　■　　　o
耀ノ　　　　 ．

　　　9’　　θ

＼，々　150万円。

レ地場産業育成資金貸付金4

00万円〉町商工会補助金1

60万円〉案内板、標識修繕

料50万円レ松之山温泉観光

パンフレット印刷代40万円

〉移動式便所1基15万円〉

町観光協会補助金180万円
1〉温泉配湯伏設工事費補助金

レ防火水槽4基600万円〉小

型ポンプ1台87万円〉ハッピ

50着22万円〉消防道路補助

金20万円〉ホース購入34万
円〉ポンプ舎建設補助金35万

円レ草茸屋根改造補助金40万

円〉婦人会消防活動委託料6万

円

∠碗

　
消
防
団
の
組
織
を
育
成
、
施

設
の
充
実
、
運
営
の
費
用
で
す
。

　
上
越
地
域
消
防
組
合
負
担
金

三
千
三
百
万
円
。
浦
田
の
「
火

の
見
や
ぐ
ら
」
改
築
工
事
費
七

十
万
円
。

ー
罠
1

　
　
　
借
金
上
手
は
　
　
　
　
蒲
，

ぎ
加
駕
綾
繰
謬

一
熱
器
饗
綜
ま
ユ
践
、
懸
恩

　
今
年
返
済
す
る
元
金
は
六
千
七
百
　
　
　
　
　
　
　
酵

二
万
円
で
、
利
子
は
八
千
七
十
九
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ

円
の
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
襲

鰯
　
私
た
ち
の
生
活
道
路
、
橋
の

整
備
費
で
す
。

　
最
近
ナ
マ
コ
ン
舗
装
の
要
望

が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

経
費
が
千
五
万
円
。
町
道
の
改

良
、
舗
装
工
事
費
一
億
二
千
四

百
九
十
万
円
。

　
県
道
の
改
良
、
舗
装
工
事
負

担
金
千
七
百
四
十
三
万
円
。

　
中
立
山
川
平
橋
の
架
替
工
事

費
七
百
万
円
。
上
蝦
池
砂
防
雪

1〉町道損害補償保険料26千円

レもく坂舗装修繕工事280万
円レ町道舗装工事施行個所

光間419m　新山280m
天水越364m　樋田～崩田3

90m　水梨210mレ町道改
良施行個所　黒倉480m　小

谷500m兎口540m湯
之島320m

柵
設
置
費
五
百
五
十
二
万
円
。

　
除
雪
用
な
ど
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
燃

料
、
修
繕
費
千
五
百
四
十
一
万
円
。

除
雪
機
械
（
タ
イ
ヤ
）
一
台
購
入

千
五
百
四
十
万
円
。

雪
上
車
一
台
更
新
六
百
六
十
八
万

円
。
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助産費6Q，000円、葬祭費

　15，000円は据置くことに
なりました。

老人医療、高額療養給付など

の公費負担による医療費、1件

当りの医療費の伸びは、落ちつ

きを見せ始めています。

　このことが、本年度の国保税

負担に大きな影響をもたらして

います。

前年度に比べ被保険者数、世

帯数が減ったものの国保税は1

人当り11円の引上げにとどめ、

一方世帯当りでは1，136円軽

減することになりました。

予算の財源構成比では、国保

税25％、一部負担金15％、

国県補助金が56％を占め、こ

の会計でも国県の援助を必要と

しています。

経費の節減に努め、引続きみ

なさんから国保事業の育成、健

康管理について深いご理解とご

協力を頂きたいと思います。

靱灘

予算額は、松之山1億71827万円（前年比4。9％増）浦田

a340万円（前年比1．7％増）で、運営する予定です。

松之山は五十嵐先生の体調が懸念されますが、診療収入を1

億7，174万円見込みました。

入院患者用にエアコン1台24万5一干円、二階便所工事費に

70万円でそれぞれ整備し、サービスに努めます。

浦田は綿貫先生が高令にむち打ってへき地医療に尽力頂いて

います。看護婦が1名退職したにもかかわらず診療収入1，63

5万円見込みました。

両診療所とも施設の近代化、設備の充実を図りながら、患者

のみなさんによりよい診療ができるよう努めてまいります。

　2ケ年にわたり工事を進めて

きた「松里地区簡水」も昨秋か

ら給水を開始しました。

このため、予算規模も対比1億

a462万円、85％の減とな
りました。

　これにより、給水人口は町全

体の48％になりました。

一方、建設費は借金により行

っているため、その償還金が予

算総額の55％を超ることにな
ります。

独立採算制的に運営していく

には、利用者に極めて高い負担

を求めなければなりません。

反面、同じ町に住み、同じ水

を飲んで料金が違うという不合

理を解消するためには、使用料

金を僅少づつ引上げても採算割

”
》
。

れを防止する必要に迫られてい

ます。

こんな「ふところ具合」です

から、今年度も一般会計から3

90万円繰入れることになりま
した。

雪の落し子「水」は、松之山

の違大なる財産です。限りある

資源を大切に使いましょう。

轟
、
ル

瓢
610

）

欝

共
済
に
つ
い
て
も
、
共
済
金
が
一

四
干
円
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

ら
は
国
庫
負
担
の
大
巾
な
改
善
が

、
加
入
者
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま

で
、
家
畜
一
頭
当
り
共
済
金
額
の

と
全
頭
加
入
を
目
標
に
ご
協
力
頂

と
思
い
ま
す
。

ほ
か
、
無
事
戻
し
金
、
防
除
機
具

補
助
、
婦
入
講
座
な
ど
を
計
画
し

総
額
は
四
千
百
三
十
四
万
円
（
前

八
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

年ての　き引し行　箱　し下を　七　の百　ろし
度予半こた上たわこ当蚕たげた家八こ補八水具い農
比算額のいげのれれり繭oにど畜％の償十稲合環作

物
共
済
は
、
農
政
を
と
り
ま
く
厳

境
の
中
で
、
毎
年
堅
実
な
ふ
と
こ

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

で
は
一
㎏
当
り
の
共
済
金
額
を
二

一
円
と
し
、
災
害
時
に
よ
り
多
く

を
考
慮
し
ま
し
た
。

結
果
、
補
償
割
合
は
七
五
％
か
ら

に
引
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

共
済
は
、
事
故
率
が
減
少
の
一
途

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
掛
金
率
が
引

な
り
、
一
層
加
入
し
易
く
な
り
ま
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の
学
校
教
育
、
成

ら
ゆ
る
教
育
関
係

O
台
更
新
（
ジ
ー
ゼ

十
万
円
。
社
会
科

費
（
小
・
中
と
も
）

円
。ー

ル
修
繕
費
七
百

。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

ニ
百
五
十
六
万
円
。

　
作
成
ー

本読副の科会社　
児
童
生
徒

人
教
育
と
あ
・

の
経
費
で
す
、

　
ジ
ー
プ
丁

ル
車
）
百
二
・

副
読
本
製
作
凸

二
百
二
十
互

　
浦
田
小
プ

ニ
十
五
万
円
．

運
行
委
託
料
一

螺…鰭
・’・」li纏

，笥校寄宿舎運営費110万円

レ三省小（屋体）地質調査委託料

50万円レ吹奏楽器購入費45
万円》いざり織原材料費4万円

　
就
学
・
通
学
補
助
金
（
小

と
も
）
五
百
七
十
六
万
円
。

中

小
　●

中
と
も

　
町
の
商
工
業
の
振
興
、
主
に
観
光

施
策
の
経
費
で
す
。

　
松
之
山
温
泉
の
配
湯
管
伏
設
工
事

費
三
百
六
十
万
円
。
温
泉
駐
車
場
の

消
雪
設
備
工
事
費
四
百
五
十
万
円
。
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レ地場産業育成資金貸付金4

00万円〉町商工会補助金1

60万円〉案内板、標識修繕

料50万円レ松之山温泉観光

パンフレット印刷代40万円

〉移動式便所1基15万円〉

町観光協会補助金180万円
1〉温泉配湯伏設工事費補助金

レ防火水槽4基600万円〉小

型ポンプ1台87万円〉ハッピ

50着22万円〉消防道路補助

金20万円〉ホース購入34万
円〉ポンプ舎建設補助金35万

円レ草茸屋根改造補助金40万

円〉婦人会消防活動委託料6万

円

∠碗

　
消
防
団
の
組
織
を
育
成
、
施

設
の
充
実
、
運
営
の
費
用
で
す
。

　
上
越
地
域
消
防
組
合
負
担
金

三
千
三
百
万
円
。
浦
田
の
「
火

の
見
や
ぐ
ら
」
改
築
工
事
費
七

十
万
円
。
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借
金
上
手
は
　
　
　
　
蒲
，

ぎ
加
駕
綾
繰
謬

一
熱
器
饗
綜
ま
ユ
践
、
懸
恩

　
今
年
返
済
す
る
元
金
は
六
千
七
百
　
　
　
　
　
　
　
酵

二
万
円
で
、
利
子
は
八
千
七
十
九
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ

円
の
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
襲

鰯
　
私
た
ち
の
生
活
道
路
、
橋
の

整
備
費
で
す
。

　
最
近
ナ
マ
コ
ン
舗
装
の
要
望

が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

経
費
が
千
五
万
円
。
町
道
の
改

良
、
舗
装
工
事
費
一
億
二
千
四

百
九
十
万
円
。

　
県
道
の
改
良
、
舗
装
工
事
負

担
金
千
七
百
四
十
三
万
円
。

　
中
立
山
川
平
橋
の
架
替
工
事

費
七
百
万
円
。
上
蝦
池
砂
防
雪

1〉町道損害補償保険料26千円

レもく坂舗装修繕工事280万
円レ町道舗装工事施行個所

光間419m　新山280m
天水越364m　樋田～崩田3

90m　水梨210mレ町道改
良施行個所　黒倉480m　小

谷500m兎口540m湯
之島320m

柵
設
置
費
五
百
五
十
二
万
円
。

　
除
雪
用
な
ど
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
燃

料
、
修
繕
費
千
五
百
四
十
一
万
円
。

除
雪
機
械
（
タ
イ
ヤ
）
一
台
購
入

千
五
百
四
十
万
円
。

雪
上
車
一
台
更
新
六
百
六
十
八
万

円
。



／
’

藁

騒
＼
ゼ

1迦

蝦
ζ＝、

q

ムを呼苓軽

一亀ツ

魁、

懸＿

紬
90い膨、181

畠

o

糞矯

諏畢じ

　　　2

勾曝
ら∂

、“”〃”∂
C悔
しズ

て
　
　
》育

　
　
～を

ヲ
木
・

　
　
　
沼

次
楕

一
一
林

　
　
　
　
∠

軍「

“
．
O

、
O

々や

∠嚇ぐ．霞「』堪
　　の　　　　　　　　　　のヘロ

鎌蝋撒愈っつ
一鍵璽幽熟軸磨

、
嚇

c準憾一
　’一”じ鴨，，．

　　　8’1
　　　、
　　’　I　　l“，．．，．…嶋．一．瓢想

誠
　
…
…

　、・，・”’・’

、

饒

■

9

砿轍
大厳寺原牧場周辺開発予想図

‘’”’

1
文
属
1

「
過
疎
か
ら
の
脱
出
」
人
口
は
、
日

和
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
の
五
年
間

に
二
〇
％
近
く
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

「
農
業
、
林
業
」
ま
ず
、
自
然
を
生

か
し
、
　
「
今
後
は
産
業
の
振
興
に
努

力
し
た
い
已
町
長
以
下
フ
ル
回
転
で

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

O
自
然
休
養
村
事
業
○
土
地
改
良
事

業
O
林
業
構
造
改
善
事
業
…
…
と
近

年
予
算
の
占
有
率
は
一
位
で
あ
り
、

他
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
を
整
備
し
、
余
剰
労
働
力
を

林
業
に
向
け
、
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
解

消
、
若
物
が
定
着
出
来
る
町
づ
く
り

の
一
策
に
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
、
二
次
林
構
の
使
命
で
あ

り
、
ね
ら
い
で
す
。

　
具
体
的
な
事
業
は
別
掲
の
と
お
り

で
、
施
行
場
所
は
次
の
よ
う
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
ス
ギ
の
新
植
団
地

　
田
麦
立
　
九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
布
川
　
　
九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
キ
ハ
ダ
団
地
　
浦
田
字
亀
石
地
内

　
か
っ
て
成
人
式
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
回
答
の

一
つ
、
彼
ら
は
「
町
内
に
年
間
通
じ
て
働
け
る
職
場
が
あ
れ
ば
、
帰
り
た

い
已
と
望
ん
で
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　
わ
が
町
の
立
地
条
件
か
ら
し
て
、
第
二
次
、
三
次
産
業
の
発
展
は
望
め

な
い
と
言
え
る
。

　
残
っ
た
一
次
産
業
に
従
業
に
従
事
し
て
も
所
得
の
向
上
が
図
れ
ず
、
冬

　
期
間
の
出
稼
ぎ
、
夏
期
の
日
雇
い
で
生
活
を
維
持
す
る
と
い
う
極
め
て

「
不
安
定
」
な
経
済
動
向
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。

林
業
振
興
の
ね
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
働
く
場
所
の
確
保
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀
口

は
、
造
林
面
積
の
拡
大
が
前
提
で
す
。

　
造
林
保
育
の
推
進
、
植
栽
に
お
け

る
立
地
条
件
か
ら
階
段
造
林
の
必
要

性
な
ど
労
務
班
の
輸
送
に
車
を
導
入

し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
円
滑
に

遂
行
す
る
た
め
、
機
械
力
を
増
強
し

ま
す
。

避
森
林
は
二
つ
の
顔
を
も
っ

　
小
規
模
経
営
か
ら
脱
皮
し
、
厳
し

い
林
業
情
勢
を
の
り
越
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
協
業
計
画
に
基
づ
い

た
森
林
開
発
、
労
働
力
の
適
正
配
分

な
ど
を
森
林
組
合
が
主
体
と
な
っ
て

計
画
を
樹
立
、
そ
の
促
進
に
あ
た
り

ま
す
。

　
森
林
に
は
生
産
機
能
と
保
健
休
養

の
二
つ
の
顔
が
あ
る
。

　
後
者
を
社
会
的
要
請
と
経
営
の
近

▽
コ
ウ
ゾ
団
地
　
大
荒
戸
字
峠
地
内

　
　
　
　
　
　
（
湯
山
字
笹
野
地
内

▽
林
道
開
設
　
　
田
麦
立
団
地
内

▽
基
幹
作
業
道
開
設
　
布
川
団
地
内

▽
作
業
棟
　
役
場
庁
舎
脇

▽
木
炭
生
産
施
設
　
天
水
越
地
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
免
農
道
脇

▽
そ
の
他
の
施
設
、
事
業

　
　
大
厳
寺
原
牧
場
入
口
に
あ
る
池

　
の
周
辺
（
浦
田
側
）

　
以
上
の
事
業
費
合
計
は
一
億
八
千

万
円
で
、
五
十
二
年
度
か
ら
五
十
五

年
度
の
四
力
年
で
施
行
し
ま
す
。

　　　＼
　　乏！施
　　　　脅
　　　　嚇、
　　　　所

至浦田

　　伽　　　噛
夕多魂
終場6　愈

警磨
」

編
林
業
経
営
を
充
実

　
森
林
組
合
の
資
本
、
組
織
の
強
化

を
図
り
、
林
業
経
営
も
植
栽
か
ら
伐

採
ま
で
長
期
に
わ
た
り
受
託
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
集
約
育
林
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
網
の
整
備
が
急
務
で

あ
り
、
林
道
、
基
幹
作
業
道
な
ど
を

代
化
を
図
る
た
め
、
風
致
、
保
護
、

休
養
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
町
内
外
の
住
民

が
自
然
に
親
し
み
、
関
係
者
の
所
得

向
上
に
役
立
た
せ
た
い
。

　
ま
た
、
十
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

は
早
期
特
用
樹
種
と
し
て
キ
ハ
ダ
八

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
コ
ウ
ゾ
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
育
成
し
、
そ
の

聞
に
自
生
す
る
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ

な
ど
一
連
の
山
菜
を
併
せ
て
販
売
す

る
。　

冬
期
間
に
は
、
そ
の
木
を
加
工
す

る
雇
用
制
度
を
確
立
し
て
収
益
の
増

大
と
若
者
の
定
着
を
図
り
た
い
。

糠講畷

螺
地

　
町
内
に
お
け
る
森
林
組
合
へ
の
依

存
度
は
高
い
。

　
林
業
経
営
の
近
代
化
を
図
る
労
務

班
の
育
成
強
化
の
場
と
し
て
、
作
業

開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
業
能

率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

燃
機
動
力
の
強
化

　
町
内
の
民
有
林
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
だ
ろ
う
か
。
概
ね
四
十
一
万
七
千

立
方
メ
ー
ト
ル
（
お
よ
そ
百
四
十
九

万
石
）
畜
積
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
人
口
造
林
を
積
極
的
に
推
進

し
、
将
来
年
間
素
材
生
産
量
一
、
五

〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
目
標
に
し
ま

す
。

　
町
外
か
ら
移
入
し
て
い
る
木
材
を

自
給
で
き
る
よ
う
製
材
業
者
に
幹
旋

し
て
林
業
就
労
者
の
増
加
を
図
り
ま

す
。　

ま
た
、
造
林
に
よ
っ
て
生
ず
る
低

質
な
広
葉
樹
で
木
炭
を
生
産
し
ま
す
。

林
業
経
営
の
安
定
的
発
展
の
基
盤

用
建
物
を
建
設
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
労
務
班
の
技
術

習
得
、
研
修
、
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

区分

事　　　業　　　名 事業費

スギ植栽（田麦立）巳7加 4，670

人員輸送車（9人乗り） 1，050

52
木炭生産施設（1棟） 2，600

作業用建物（1棟） 19，785

作業道（野尻線に罪m） 14，900

スギ植栽（田麦立）5加 8，558

トラック3t（クレーン付）1台 3，600

トラクター7t　　　　I台 7，254

53

管理道路（に跳加） 18，680

駐車場（3，620m’） 13，720

村間広場（3，660血’） 1，020

炊事施設・給水施設 10，100

便　所 3，300

キャンプ場（7，400㎞’） 2，080

林道（城の越線烏：讐）
8，000

スギ植栽（5hω 3，9α1

54 管理道路（鋳：撫） 2，740

林間歩道（に1：課m） 3，750

総合案内施設（1棟66㎡） 4，026

林道（城の越線に鞠） 9，100

トラック（3t） 3，600

55 バンガロー（10棟×9㎡） 3，110

花木植栽（5，0DO㎡） 500

修景施業（1．6hα） ㎜

．
驚
．
麟
籔
購
鞭
灘
騨
辮
醗
欝
灘

癬
副
産
物
の
活
用

年度別の主な事業
　　　　　　（単位千円）

　
松
里
地
域
の
山
林
面
積
は
広
大
で

あ
る
。
以
前
、
当
地
で
の
木
炭
生
産

量
は
町
全
体
の
六
〇
％
を
超
し
て
い

た
。　

と
こ
ろ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ

り
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

今
日
、
需
要
は
町
外
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
造
林
に
よ
っ
て
伐
採
す
る
雑
木
の

有
効
利
用
で
木
炭
を
安
定
供
給
し
た

い
。

　
な
お
、
こ
の
伐
採
は
夏
期
に
集
材

し
、
冬
期
間
に
製
炭
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
出
稼
ぎ
解
消
に
も
役
立
て
た
い
。

　
ま
た
、
倉
庫
を
建
設
し
て
雑
木
、

つ
る
な
ど
を
利
用
し
た
民
芸
品
の
販

売
を
行
い
所
得
の
向
上
に
結
ぴ
つ
け

た
い
。

　
「
二
次
林
構
計
画
書
よ
り
」

o
籠
遷

これらの額に満たないときは、納めた所得税額。例夫婦に子1人の人…12000円。還付方法給与所得者…勤務先所得税の減税により、次の金額が還付になります。本人…GO　O　O円　配偶者、扶養親族1人につき…3000円。ただし、税額が
から、事業所得者（確定申告者のみ）…税務署から通知があります・詳しいことは・税務署もどし税の係へ（麿上越23－4171）
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「
過
疎
か
ら
の
脱
出
」
人
口
は
、
日

和
四
十
五
年
か
ら
五
十
年
の
五
年
間

に
二
〇
％
近
く
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

「
農
業
、
林
業
」
ま
ず
、
自
然
を
生

か
し
、
　
「
今
後
は
産
業
の
振
興
に
努

力
し
た
い
已
町
長
以
下
フ
ル
回
転
で

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

O
自
然
休
養
村
事
業
○
土
地
改
良
事

業
O
林
業
構
造
改
善
事
業
…
…
と
近

年
予
算
の
占
有
率
は
一
位
で
あ
り
、

他
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
を
整
備
し
、
余
剰
労
働
力
を

林
業
に
向
け
、
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
解

消
、
若
物
が
定
着
出
来
る
町
づ
く
り

の
一
策
に
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
、
二
次
林
構
の
使
命
で
あ

り
、
ね
ら
い
で
す
。

　
具
体
的
な
事
業
は
別
掲
の
と
お
り

で
、
施
行
場
所
は
次
の
よ
う
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
ス
ギ
の
新
植
団
地

　
田
麦
立
　
九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
布
川
　
　
九
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
キ
ハ
ダ
団
地
　
浦
田
字
亀
石
地
内

　
か
っ
て
成
人
式
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
回
答
の

一
つ
、
彼
ら
は
「
町
内
に
年
間
通
じ
て
働
け
る
職
場
が
あ
れ
ば
、
帰
り
た

い
已
と
望
ん
で
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　
わ
が
町
の
立
地
条
件
か
ら
し
て
、
第
二
次
、
三
次
産
業
の
発
展
は
望
め

な
い
と
言
え
る
。

　
残
っ
た
一
次
産
業
に
従
業
に
従
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し
て
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所
得
の
向
上
が
図
れ
ず
、
冬

　
期
間
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出
稼
ぎ
、
夏
期
の
日
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い
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生
活
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す
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っ
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前
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。
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。

　
そ
れ
に
は
、
協
業
計
画
に
基
づ
い

た
森
林
開
発
、
労
働
力
の
適
正
配
分

な
ど
を
森
林
組
合
が
主
体
と
な
っ
て

計
画
を
樹
立
、
そ
の
促
進
に
あ
た
り

ま
す
。

　
森
林
に
は
生
産
機
能
と
保
健
休
養

の
二
つ
の
顔
が
あ
る
。

　
後
者
を
社
会
的
要
請
と
経
営
の
近

▽
コ
ウ
ゾ
団
地
　
大
荒
戸
字
峠
地
内

　
　
　
　
　
　
（
湯
山
字
笹
野
地
内

▽
林
道
開
設
　
　
田
麦
立
団
地
内

▽
基
幹
作
業
道
開
設
　
布
川
団
地
内

▽
作
業
棟
　
役
場
庁
舎
脇

▽
木
炭
生
産
施
設
　
天
水
越
地
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
免
農
道
脇

▽
そ
の
他
の
施
設
、
事
業

　
　
大
厳
寺
原
牧
場
入
口
に
あ
る
池

　
の
周
辺
（
浦
田
側
）

　
以
上
の
事
業
費
合
計
は
一
億
八
千

万
円
で
、
五
十
二
年
度
か
ら
五
十
五

年
度
の
四
力
年
で
施
行
し
ま
す
。

　　　＼
　　乏！施
　　　　脅
　　　　嚇、
　　　　所

至浦田

　　伽　　　噛
夕多魂
終場6　愈

警磨
」

編
林
業
経
営
を
充
実

　
森
林
組
合
の
資
本
、
組
織
の
強
化

を
図
り
、
林
業
経
営
も
植
栽
か
ら
伐

採
ま
で
長
期
に
わ
た
り
受
託
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
集
約
育
林
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
網
の
整
備
が
急
務
で

あ
り
、
林
道
、
基
幹
作
業
道
な
ど
を

代
化
を
図
る
た
め
、
風
致
、
保
護
、

休
養
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
町
内
外
の
住
民

が
自
然
に
親
し
み
、
関
係
者
の
所
得

向
上
に
役
立
た
せ
た
い
。

　
ま
た
、
十
三
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

は
早
期
特
用
樹
種
と
し
て
キ
ハ
ダ
八

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
コ
ウ
ゾ
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
育
成
し
、
そ
の

聞
に
自
生
す
る
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ

な
ど
一
連
の
山
菜
を
併
せ
て
販
売
す

る
。　

冬
期
間
に
は
、
そ
の
木
を
加
工
す

る
雇
用
制
度
を
確
立
し
て
収
益
の
増

大
と
若
者
の
定
着
を
図
り
た
い
。

糠講畷

螺
地

　
町
内
に
お
け
る
森
林
組
合
へ
の
依

存
度
は
高
い
。

　
林
業
経
営
の
近
代
化
を
図
る
労
務

班
の
育
成
強
化
の
場
と
し
て
、
作
業

開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
業
能

率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

燃
機
動
力
の
強
化

　
町
内
の
民
有
林
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
だ
ろ
う
か
。
概
ね
四
十
一
万
七
千

立
方
メ
ー
ト
ル
（
お
よ
そ
百
四
十
九

万
石
）
畜
積
す
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
人
口
造
林
を
積
極
的
に
推
進

し
、
将
来
年
間
素
材
生
産
量
一
、
五

〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
目
標
に
し
ま

す
。

　
町
外
か
ら
移
入
し
て
い
る
木
材
を

自
給
で
き
る
よ
う
製
材
業
者
に
幹
旋

し
て
林
業
就
労
者
の
増
加
を
図
り
ま

す
。　

ま
た
、
造
林
に
よ
っ
て
生
ず
る
低

質
な
広
葉
樹
で
木
炭
を
生
産
し
ま
す
。

林
業
経
営
の
安
定
的
発
展
の
基
盤

用
建
物
を
建
設
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
労
務
班
の
技
術

習
得
、
研
修
、
憩
い
の
場
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

区分

事　　　業　　　名 事業費

スギ植栽（田麦立）巳7加 4，670

人員輸送車（9人乗り） 1，050

52
木炭生産施設（1棟） 2，600

作業用建物（1棟） 19，785

作業道（野尻線に罪m） 14，900

スギ植栽（田麦立）5加 8，558

トラック3t（クレーン付）1台 3，600

トラクター7t　　　　I台 7，254

53

管理道路（に跳加） 18，680

駐車場（3，620m’） 13，720

村間広場（3，660血’） 1，020

炊事施設・給水施設 10，100

便　所 3，300

キャンプ場（7，400㎞’） 2，080

林道（城の越線烏：讐）
8，000

スギ植栽（5hω 3，9α1

54 管理道路（鋳：撫） 2，740

林間歩道（に1：課m） 3，750

総合案内施設（1棟66㎡） 4，026

林道（城の越線に鞠） 9，100

トラック（3t） 3，600

55 バンガロー（10棟×9㎡） 3，110

花木植栽（5，0DO㎡） 500

修景施業（1．6hα） ㎜

．
驚
．
麟
籔
購
鞭
灘
騨
辮
醗
欝
灘

癬
副
産
物
の
活
用

年度別の主な事業
　　　　　　（単位千円）

　
松
里
地
域
の
山
林
面
積
は
広
大
で

あ
る
。
以
前
、
当
地
で
の
木
炭
生
産

量
は
町
全
体
の
六
〇
％
を
超
し
て
い

た
。　

と
こ
ろ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ

り
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

今
日
、
需
要
は
町
外
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
造
林
に
よ
っ
て
伐
採
す
る
雑
木
の

有
効
利
用
で
木
炭
を
安
定
供
給
し
た

い
。

　
な
お
、
こ
の
伐
採
は
夏
期
に
集
材

し
、
冬
期
間
に
製
炭
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
出
稼
ぎ
解
消
に
も
役
立
て
た
い
。

　
ま
た
、
倉
庫
を
建
設
し
て
雑
木
、

つ
る
な
ど
を
利
用
し
た
民
芸
品
の
販

売
を
行
い
所
得
の
向
上
に
結
ぴ
つ
け

た
い
。

　
「
二
次
林
構
計
画
書
よ
り
」

o
籠
遷

これらの額に満たないときは、納めた所得税額。例夫婦に子1人の人…12000円。還付方法給与所得者…勤務先所得税の減税により、次の金額が還付になります。本人…GO　O　O円　配偶者、扶養親族1人につき…3000円。ただし、税額が
から、事業所得者（確定申告者のみ）…税務署から通知があります・詳しいことは・税務署もどし税の係へ（麿上越23－4171）
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新
助
役
誕
生

　
　
　
　
前
総
務
課
長
保
坂
誠
司
さ
ん

　
　
　
　
　
町
議
会
は
三
月
九
日
、
定
例
会
を
開
催
し
、
十
一
日
に
三
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
九
日
・
十
日
の
両
日
、
婦
人
会
の
有
志
な
ど
沢
山
の
方
が
た
が
傍
聴
に
見
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ど
よ
め
き
も
な
く
、
静
ま
り
か
え
る
傍
聴
席
の
二
日
間
。

　
　
　
　
　
一
方
、
議
場
で
は
九
日
、
夕
方
ま
で
町
長
の
施
政
方
針
を
始
め
提
案
説
明
。
翌
十
日
、

　
　
　
　
七
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
十
一
日
に
は
、
残
っ
た
議
案
を
上
程
、
採

　
　
　
　
決
し
て
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
な
お
最
終
日
の
十
一
日
、
し
ば
ら
く
空
席
に
な
っ
て
い
た
助
役
に
前
総
務
課
長
の
保

　
　
　
　
坂
誠
司
さ
ん
が
決
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ム
Z
π
で
承
認
、
可
決
し
た
も
の
は
二
十
五
件
、
同
意
が
｝
件
で
し
た
。

▽
特
別
職
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
・

費
用
弁
償
額
の
改
定

　
別
表
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

（
な
お
、
O
印
は
据
置
き
。
議
会
議

員
は
、
一
月
分
か
ら
引
上
げ
に
な
り

ま
し
た
。
）

▽
町
三
役
、
教
育
長
の
給
与
を
改
定

町
長
　
三
四
〇
、
O
O
O
円

助
役
役
　
　
二
七
一
、
O
O
O
円

収
入
役
　
　
二
五
六
、
O
O
O
円

教
育
長
　
　
二
三
五
、
O
O
O
円

　
（
一
月
分
か
ら
引
上
げ
に
な
り
ま

し
た
。
）

▽
職
員
の
旅
費
額
を
改
定

　
日
当
の
み
を
改
定
。

町
四
役
　
県
内
　
一
、

一
〇
〇
円

職
員

県
外
　
　
、
二
〇
〇
円

県県
外内

▽
育
児
休
業
給
の
支
給

O
O
O
円

一
〇
〇
円

　
育
児
休
業
の
期
間
中
に
、
一
定
割

合
の
額
と
共
済
費
な
ど
の
合
計
額
を

支
給
し
ま
す
。

▽
消
防
団
員
の
給
与
、

改
定

出
動
手
当
を

　
一
般
団
員
報
酬
　
五
、
O
O
O
円

　
出
動
手
当
（
一
回
目
）
一
、
二
〇
〇
円

な
ど
、
概
ね
八
％
弱
の
引
上
げ
に
な

σ
ま
し
た
。

げ
な
お
、
婦
人
団
員
は
無
報
酬
と
な

り
ま
し
た
。

▽
火
葬
場
の
使
用
料
改
定

別　　表　　　　　　　（単位円）

職　　　名 報酬額 職　　　名 報酬額

議　会　議　長
月額
89

青少年問題協議会委員 年額Q4

議　会副　議　長 月額

73
社会教育委員会委員 年額04

議会常任委員長 月額
69

公民館運営協議会委員 年額04

議　会　議　員
月額
65

文化財調査審議会委員 年額04

農業委員会委員長 年額
loo

体　育　指　導　員 年額04

農業委員会委員長代 年額
77

交　通　指　導　員 年額

　247
農業委員会委員

年額
70

共済損害評価会委員 年額

　06
農業委員会委則議鵠 年額

54 換地評価委員
年額04

教育委員会委員長 年額
loo

選　　　挙　　　長
職侃回につ

　5
教育委員会委員

年額
70 投票　管理　者

臓侃回につ

　5
監査委員学識経験者 年額

80
開　票　管　理　者

職槻回につ

　5
監査委員議会選出者 年額

54
投票　立　会　人

職侃回につ

　4
選挙管理委員会委員長 年額

46 開　票　立　会人
職伽回につ

　4
選挙管理委員会委員 年額

38
選　挙　立　会　人

職侃回につ

　4
固定資産評価審査委員 年額

04
部　落　嘱　託　員 年額

34411

消防委員会委員
年額

04
公　民　館

年額

　65
国保運営協議会委員 年額

06
冬期集落保安要員 月額

　80
国保運営協議会委員 年額

○
費　用　弁　償 1日につき

火
葬
料
（
十
二
才
以
上
の
者
）

　
一
体
に
つ
き
　
九
、
○
O
O
円

▽
町
道
の
認
定
替
え

　
全
部
で
十
五
路
線
。
こ
の
中
に
は

西
之
前
の
農
道
が
新
し
く
認
定
に
な

り
ま
し
た
。

〈
助
役

　
　
保
坂
誠
司
さ
ん

▽
簡
易
水
道
の
使
用
料
を
改
定

　
湯
本
の
超
過
料
金
が
二
十
円
に
、

湯
山
の
基
本
料
金
が
平
均
九
％
引
上

げ
に
な
り
、
超
過
料
金
は
六
十
円
に

改
定
に
な
り
ま
し
た
。

▽
農
業
共
済
か
ら
無
事
も
ど
し
金
の

支
払
い

　
農
家
一
戸
平
均
一
、
八
二
〇
円
程

度
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
松
代
町
と
の
伝
染
病
害
組
合
の

解
散
に
つ
い
て

請

願

▽
町
道
東
川
～
藤
倉
～
天
水
越
線
の

藤
倉
部
落
内
の
改
良
に
つ
い
て

（
藤
倉
部
落
総
代
、
小
野
塚
半
平
さ

ん
ほ
か
）

望　

　
県
立
松
代
病
院
が
改
築
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
伝
染
病
が
発
生
し
た

場
合
、
県
立
十
日
町
病
院
で
隔
離
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＝
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町
議
会
の
臨
時
会
は
、
三
月
二
十
汎
日
招
集
に
な
り
、
一
般
会
計
を
含

む
町
四
会
計
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
県
か
ら
硯
補
助
金
な
ど
が
決
定
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
補

正
し
た
も
の
で
す
ゆ
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
八
議
案
、
町
監
査
委
員
の
選

任
を
し
ま
し
た
。

町
監
査
委
員

　
　
　
　
　
ば
と
ん
た
っ
ち

村山正英さん

　
自
　
然

舅
欝
⑰
障

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
回
）

三
、
四
｝
九
万
三
千
円
を
追
加

　
こ
れ
ま
で
八
回
補
正
し
、
総
額
は

十
三
億
九
、
二
五
五
万
一
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
入
る
金
は
、
町
税
三
〇
〇
万
円
、

自
動
車
税
関
係
二
七
〇
万
円
、
地
方

交
付
税
の
う
ち
、
特
別
交
付
分
一
、
六

六
〇
万
円
、
町
債
が
確
定
し
新
た
に

に
六
六
〇
万
円
増
え
た
ほ
か
は
、
減

額
に
な
り
ま
し
た
。

　
使
う
金
は
、
年
度
末
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
残
っ
た
額
を
整
理
す
る
も
の
が

大
半
で
、
特
に
県
知
事
選
挙
費
が
新

し
く
六
〇
万
円
、
休
養
村
セ
ン
タ
ー

の
備
品
に
二
〇
〇
万
円
、
林
道
菱
ケ

岳
線
の
負
担
金
二
二
二
万
円
、
町
森

林
組
合
補
助
金
一
二
七
万
円
、
除
雪

ブ
ル
修
繕
料
四
〇
〇
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▽
老
人
い
こ
い
の
家
使
用
料
を
改
定

　
今
年
度
、
新
た
に
五
十
人
以
上
の
団

体
が
利
用
し
た
場
合
五
、
○
○
○
円
か

ら
一
五
、
O
O
O
円
の
使
用
料
を
納

め
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
国
保
特
別
会
計
（
第
四
回
）

　
国
保
勘
定
は
一
一
〇
万
円
減
額
、

松
之
山
診
勘
定
は
八
○
○
万
円
を
減

額
し
、
浦
田
診
勘
定
は
二
〇
万
円
を

追
加
し
て
総
額
三
億
一
千
七
百
四
十

万
円
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
計
も
年
度
末
に
な
り
、
保

険
税
、
一
部
負
担
金
、
国
庫
支
出
金

な
ど
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
補

正
し
た
も
の
で
す
。

▽
簡
水
会
計
（
第
四
回
）
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三
省
小
の
屋
体
改
築
に
つ
い
て

　
来
年
度
改
築
に
向
け
、
本
年
度

県
か
ら
老
朽
度
な
ど
を
調
査
し
て

も
ら
う
。

町
道
藤
原
地
内
の

　
　
　
　
　
　
改
良
に
つ
い
て

　
部
落
の
意
向
を
再
確
認
し
、
本

年
度
測
量
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

町
道
中
立
山
地

　
内
の
改
良
と

川
平
橋
の
か
け

　
か
え
に
つ
い

　
て

　
改
良
は
地
元
と
充
分
協
議
の
余
地

が
あ
る
。
橋
は
永
久
橋
か
木
橋
か
検

討
の
上
、
本
年
度
着
手
し
て
ほ
し
い
。

巳
之
下
線
を
町
道
で
改
良
を

　
本
年
度
測
量
し
、
町
道
と
し
て
改

実
施
に
む
け

　
　
　
　
G
O
¢
7
件

良
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
そ
の
場
合
、
本
線
の
効
果
を
考
慮

し
て
巾
員
は
五
メ
ー
ト
ル
必
要
で
あ

る
。

町
道
大
荒
戸
地
内
の
改
良
・
舗
装

　
に
つ
い
て

　
改
良
・
舗
装
は
公
会
堂
ま
で
行

う
の
が
望
ま
し
い
。
そ
の
先
は
検

討
す
る
。

三
省
校
～
大
荒
戸
線
の
改
良
を

今
年
完
成
し
て
ほ
し
い

　
五
十
五
年
完
成
を
目
途
に
努
力

す
る
よ
う
要
請
す
る
。

松
之
木
・
湯
田
地
内
の

　
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

　
ミ
ニ
総
パ
事
業
で
実
施
す
る
よ

う
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
た
の
で
、

了
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
施
行

　
今
年
は
、
東
山
で
農
道
工
事
を
行

う
ほ
か
、
合
わ
せ
て
九
か
所
土
地
改

良
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
東
山
農
道
舗
装
　
二
五
三
二
万
円

O
川
手
区
画
整
理
と
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
九
一
万
円

○
西
之
前
区
画
整
理
二
八
三
六
万
円

O
田
麦
立
区
画
整
理
と
農
道

　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
九
〇
万
円

O
中
立
山
水
路
補
修
九
三
〇
万
円

0
藤
倉
区
画
整
理
　
一
五
一
九
万
円
、

O
天
水
越
区
画
整
理
二
九
三
七
万
円

○
松
里
か
ん
排
地
形
図
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
〇
万
円

　
総
額
に
変
り
は
な
く
、
一
時
借
入

金
の
利
子
が
不
足
に
な
り
、
十
六
万

三
千
円
追
加
補
正
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▽
農
業
共
済
会
計
（
第
二
回
）

　
業
務
引
当
金
か
ら
一
三
〇
万
円
流

用
し
て
ジ
ー
プ
を
更
新
し
ま
す
。

　
総
額
は
四
σ
七
六
万
四
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

▽
町
監
査
委
員
に
村
山
正
英
さ
ん

　
佐
藤
重
竜
さ
ん
が
都
合
に
よ
り
辞

職
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
任
に

村
山
正
英
さ
ん
が
選
任
さ
れ
て
、
四

月
一
日
か
ら
監
査
委
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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新
助
役
誕
生

　
　
　
　
前
総
務
課
長
保
坂
誠
司
さ
ん

　
　
　
　
　
町
議
会
は
三
月
九
日
、
定
例
会
を
開
催
し
、
十
一
日
に
三
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
九
日
・
十
日
の
両
日
、
婦
人
会
の
有
志
な
ど
沢
山
の
方
が
た
が
傍
聴
に
見
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ど
よ
め
き
も
な
く
、
静
ま
り
か
え
る
傍
聴
席
の
二
日
間
。

　
　
　
　
　
一
方
、
議
場
で
は
九
日
、
夕
方
ま
で
町
長
の
施
政
方
針
を
始
め
提
案
説
明
。
翌
十
日
、

　
　
　
　
七
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
十
一
日
に
は
、
残
っ
た
議
案
を
上
程
、
採

　
　
　
　
決
し
て
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
な
お
最
終
日
の
十
一
日
、
し
ば
ら
く
空
席
に
な
っ
て
い
た
助
役
に
前
総
務
課
長
の
保

　
　
　
　
坂
誠
司
さ
ん
が
決
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ム
Z
π
で
承
認
、
可
決
し
た
も
の
は
二
十
五
件
、
同
意
が
｝
件
で
し
た
。

▽
特
別
職
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
・

費
用
弁
償
額
の
改
定

　
別
表
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

（
な
お
、
O
印
は
据
置
き
。
議
会
議

員
は
、
一
月
分
か
ら
引
上
げ
に
な
り

ま
し
た
。
）

▽
町
三
役
、
教
育
長
の
給
与
を
改
定

町
長
　
三
四
〇
、
O
O
O
円

助
役
役
　
　
二
七
一
、
O
O
O
円

収
入
役
　
　
二
五
六
、
O
O
O
円

教
育
長
　
　
二
三
五
、
O
O
O
円

　
（
一
月
分
か
ら
引
上
げ
に
な
り
ま

し
た
。
）

▽
職
員
の
旅
費
額
を
改
定

　
日
当
の
み
を
改
定
。

町
四
役
　
県
内
　
一
、

一
〇
〇
円

職
員

県
外
　
　
、
二
〇
〇
円

県県
外内

▽
育
児
休
業
給
の
支
給

O
O
O
円

一
〇
〇
円

　
育
児
休
業
の
期
間
中
に
、
一
定
割

合
の
額
と
共
済
費
な
ど
の
合
計
額
を

支
給
し
ま
す
。

▽
消
防
団
員
の
給
与
、

改
定

出
動
手
当
を

　
一
般
団
員
報
酬
　
五
、
O
O
O
円

　
出
動
手
当
（
一
回
目
）
一
、
二
〇
〇
円

な
ど
、
概
ね
八
％
弱
の
引
上
げ
に
な

σ
ま
し
た
。

げ
な
お
、
婦
人
団
員
は
無
報
酬
と
な

り
ま
し
た
。

▽
火
葬
場
の
使
用
料
改
定

別　　表　　　　　　　（単位円）

職　　　名 報酬額 職　　　名 報酬額

議　会　議　長
月額
89

青少年問題協議会委員 年額Q4

議　会副　議　長 月額

73
社会教育委員会委員 年額04

議会常任委員長 月額
69

公民館運営協議会委員 年額04

議　会　議　員
月額
65

文化財調査審議会委員 年額04

農業委員会委員長 年額
loo

体　育　指　導　員 年額04

農業委員会委員長代 年額
77

交　通　指　導　員 年額

　247
農業委員会委員

年額
70

共済損害評価会委員 年額

　06
農業委員会委則議鵠 年額

54 換地評価委員
年額04

教育委員会委員長 年額
loo

選　　　挙　　　長
職侃回につ

　5
教育委員会委員

年額
70 投票　管理　者

臓侃回につ

　5
監査委員学識経験者 年額

80
開　票　管　理　者

職槻回につ

　5
監査委員議会選出者 年額

54
投票　立　会　人

職侃回につ

　4
選挙管理委員会委員長 年額

46 開　票　立　会人
職伽回につ

　4
選挙管理委員会委員 年額

38
選　挙　立　会　人

職侃回につ

　4
固定資産評価審査委員 年額

04
部　落　嘱　託　員 年額

34411

消防委員会委員
年額

04
公　民　館

年額

　65
国保運営協議会委員 年額

06
冬期集落保安要員 月額

　80
国保運営協議会委員 年額

○
費　用　弁　償 1日につき

火
葬
料
（
十
二
才
以
上
の
者
）

　
一
体
に
つ
き
　
九
、
○
O
O
円

▽
町
道
の
認
定
替
え

　
全
部
で
十
五
路
線
。
こ
の
中
に
は

西
之
前
の
農
道
が
新
し
く
認
定
に
な

り
ま
し
た
。

〈
助
役

　
　
保
坂
誠
司
さ
ん

▽
簡
易
水
道
の
使
用
料
を
改
定

　
湯
本
の
超
過
料
金
が
二
十
円
に
、

湯
山
の
基
本
料
金
が
平
均
九
％
引
上

げ
に
な
り
、
超
過
料
金
は
六
十
円
に

改
定
に
な
り
ま
し
た
。

▽
農
業
共
済
か
ら
無
事
も
ど
し
金
の

支
払
い

　
農
家
一
戸
平
均
一
、
八
二
〇
円
程

度
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
松
代
町
と
の
伝
染
病
害
組
合
の

解
散
に
つ
い
て

請

願

▽
町
道
東
川
～
藤
倉
～
天
水
越
線
の

藤
倉
部
落
内
の
改
良
に
つ
い
て

（
藤
倉
部
落
総
代
、
小
野
塚
半
平
さ

ん
ほ
か
）

望　

　
県
立
松
代
病
院
が
改
築
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
伝
染
病
が
発
生
し
た

場
合
、
県
立
十
日
町
病
院
で
隔
離
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＝
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町
議
会
の
臨
時
会
は
、
三
月
二
十
汎
日
招
集
に
な
り
、
一
般
会
計
を
含

む
町
四
会
計
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
県
か
ら
硯
補
助
金
な
ど
が
決
定
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
補

正
し
た
も
の
で
す
ゆ
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
八
議
案
、
町
監
査
委
員
の
選

任
を
し
ま
し
た
。

町
監
査
委
員

　
　
　
　
　
ば
と
ん
た
っ
ち

村山正英さん

　
自
　
然

舅
欝
⑰
障

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
回
）

三
、
四
｝
九
万
三
千
円
を
追
加

　
こ
れ
ま
で
八
回
補
正
し
、
総
額
は

十
三
億
九
、
二
五
五
万
一
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
入
る
金
は
、
町
税
三
〇
〇
万
円
、

自
動
車
税
関
係
二
七
〇
万
円
、
地
方

交
付
税
の
う
ち
、
特
別
交
付
分
一
、
六

六
〇
万
円
、
町
債
が
確
定
し
新
た
に

に
六
六
〇
万
円
増
え
た
ほ
か
は
、
減

額
に
な
り
ま
し
た
。

　
使
う
金
は
、
年
度
末
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
残
っ
た
額
を
整
理
す
る
も
の
が

大
半
で
、
特
に
県
知
事
選
挙
費
が
新

し
く
六
〇
万
円
、
休
養
村
セ
ン
タ
ー

の
備
品
に
二
〇
〇
万
円
、
林
道
菱
ケ

岳
線
の
負
担
金
二
二
二
万
円
、
町
森

林
組
合
補
助
金
一
二
七
万
円
、
除
雪

ブ
ル
修
繕
料
四
〇
〇
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▽
老
人
い
こ
い
の
家
使
用
料
を
改
定

　
今
年
度
、
新
た
に
五
十
人
以
上
の
団

体
が
利
用
し
た
場
合
五
、
○
○
○
円
か

ら
一
五
、
O
O
O
円
の
使
用
料
を
納

め
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
国
保
特
別
会
計
（
第
四
回
）

　
国
保
勘
定
は
一
一
〇
万
円
減
額
、

松
之
山
診
勘
定
は
八
○
○
万
円
を
減

額
し
、
浦
田
診
勘
定
は
二
〇
万
円
を

追
加
し
て
総
額
三
億
一
千
七
百
四
十

万
円
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
計
も
年
度
末
に
な
り
、
保

険
税
、
一
部
負
担
金
、
国
庫
支
出
金

な
ど
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
補

正
し
た
も
の
で
す
。

▽
簡
水
会
計
（
第
四
回
）
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三
省
小
の
屋
体
改
築
に
つ
い
て

　
来
年
度
改
築
に
向
け
、
本
年
度

県
か
ら
老
朽
度
な
ど
を
調
査
し
て

も
ら
う
。

町
道
藤
原
地
内
の

　
　
　
　
　
　
改
良
に
つ
い
て

　
部
落
の
意
向
を
再
確
認
し
、
本

年
度
測
量
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

町
道
中
立
山
地

　
内
の
改
良
と

川
平
橋
の
か
け

　
か
え
に
つ
い

　
て

　
改
良
は
地
元
と
充
分
協
議
の
余
地

が
あ
る
。
橋
は
永
久
橋
か
木
橋
か
検

討
の
上
、
本
年
度
着
手
し
て
ほ
し
い
。

巳
之
下
線
を
町
道
で
改
良
を

　
本
年
度
測
量
し
、
町
道
と
し
て
改

実
施
に
む
け

　
　
　
　
G
O
¢
7
件

良
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
そ
の
場
合
、
本
線
の
効
果
を
考
慮

し
て
巾
員
は
五
メ
ー
ト
ル
必
要
で
あ

る
。

町
道
大
荒
戸
地
内
の
改
良
・
舗
装

　
に
つ
い
て

　
改
良
・
舗
装
は
公
会
堂
ま
で
行

う
の
が
望
ま
し
い
。
そ
の
先
は
検

討
す
る
。

三
省
校
～
大
荒
戸
線
の
改
良
を

今
年
完
成
し
て
ほ
し
い

　
五
十
五
年
完
成
を
目
途
に
努
力

す
る
よ
う
要
請
す
る
。

松
之
木
・
湯
田
地
内
の

　
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

　
ミ
ニ
総
パ
事
業
で
実
施
す
る
よ

う
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
た
の
で
、

了
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
施
行

　
今
年
は
、
東
山
で
農
道
工
事
を
行

う
ほ
か
、
合
わ
せ
て
九
か
所
土
地
改

良
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
東
山
農
道
舗
装
　
二
五
三
二
万
円

O
川
手
区
画
整
理
と
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
九
一
万
円

○
西
之
前
区
画
整
理
二
八
三
六
万
円

O
田
麦
立
区
画
整
理
と
農
道

　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
九
〇
万
円

O
中
立
山
水
路
補
修
九
三
〇
万
円

0
藤
倉
区
画
整
理
　
一
五
一
九
万
円
、

O
天
水
越
区
画
整
理
二
九
三
七
万
円

○
松
里
か
ん
排
地
形
図
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
〇
万
円

　
総
額
に
変
り
は
な
く
、
一
時
借
入

金
の
利
子
が
不
足
に
な
り
、
十
六
万

三
千
円
追
加
補
正
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▽
農
業
共
済
会
計
（
第
二
回
）

　
業
務
引
当
金
か
ら
一
三
〇
万
円
流

用
し
て
ジ
ー
プ
を
更
新
し
ま
す
。

　
総
額
は
四
σ
七
六
万
四
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

▽
町
監
査
委
員
に
村
山
正
英
さ
ん

　
佐
藤
重
竜
さ
ん
が
都
合
に
よ
り
辞

職
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
任
に

村
山
正
英
さ
ん
が
選
任
さ
れ
て
、
四

月
一
日
か
ら
監
査
委
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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摺轡
松之山中　　　　　松里小『皿　　　　　東川小1）

本山校長先生　　斉藤校長先生　　　佐久間校長先生
（順不同）

　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
校
磯

　
　
　
　
　
　
　
、
縄

　
　
　
　
　
　
割
松

　
　
　
　
　
　
三

わ
か
ら
な
い
よ
う
で

　
　
　
　
わ
か
っ
た
話

葉
子
　
実
は
税
の
こ
と
で
、
一
寸
教

え
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
が
…
…
。

樹
一
何
税
で
す
か
？

松
子
　
？
…
…
。
自
分
の
木
を
切
っ

て
、
な
ぜ
税
が
か
か
る
の
か
教
え
て

も
ら
い
た
い
ん
で
す
。

樹
一
　
そ
れ
は
「
木
材
引
取
税
」
と

い
う
ん
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
土
地
に
固

定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
の
で
、
立
木

も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
税
に
は
国
税
、
地

方
税
が
あ
り
、
　
「
木
材
引
取
税
」
は

地
方
税
法
の
中
に
「
こ
の
税
は
、
…

．
：
最
初
の
引
取
者
に
課
す
る
已
と
い

う
内
容
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
麺

　
　
　
　
　
銀

　
　
　
　
　
田
小

　
　
　
　
　
浦

木
材
ー

4・　
　
あ
ー
、

…
…
」
に
な
る
訳
ね
。

　
　
そ
う
で
す
。

葉
子
　
　
　
　
そ
れ
で
自
分
の
木
を

切
っ
て
使
う
と
持
ち
主
が
「
最
初
の

人樹
一
　
　
　
　
　
そ
の
よ
う
に
「

最
初
の
引
取
者
」
か
ら
納
税
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

松
子
　
じ
ゃ
、
売
っ
た
と
き
は
ど
う

な
る
の
か
し
ら
？

樹
一
　
そ
の
場
合
は
、
買
っ
た
人
が

「
最
初
の
人
…
…
」
に
な
り
ま
す
の

松之山小｝

磯貝先生

　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
4
野

　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
之
長

　
　
　
　
　
松

　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
一
先

　
　
　
　
　
4
沢

　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
槻
吉

讐
鶴
騨
生

　
　
　
　
　
　
先

之
竹

松

　
こ
の
程
、
県
の
教
育
委
員
会
か
ら

社
会
教
育
主
事
と
し
て
、

治
（
写
真
）
先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し

で
買
っ
て
人
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
「
木
材
引
取
税
」
と

は
別
に
伐
採
し
た
場
合
、
自
家
用
、

販
売
を
問
わ
ず
「
山
林
所
得
」
と
し

て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

葉
子
　
そ
の
税
や
所
得
は
、
ど
の
よ

う
に
算
定
さ
れ
る
の
で
す
か
？

樹
一
　
ま
ず
、
木
材
引
取
税
は
見
積

価
格
に
二
％
の
割
合
で
算
出
し
ま
す
。

　
山
林
所
得
は
、
見
積
価
格
が
五
十

万
円
を
超
え
た
場
合
、
申
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
特
別
控

除
額
と
し
て
五
十
万
円
が
控
除
に
な

り
ま
す
。

　
税
率
も
他
の
所
得
よ
り
低
く
、
特

別
に
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伐
採
し
た
人
、
販
売
し
た
人
は
、

役
場
へ
届
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ネ
エ
「
先
生
」
お
し
え
て
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
か
ら
社
会
教
育
主
事
が
来
町

　
　
　
　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
学
校
教
育
」
に
対
し
、
　
「
社
会
教

　
　
　
　
　
　
先
生
か
ら
三
か
年
間
、
町
の
社
会
　
育
」
は
青
少
年
か
ら
老
人
ま
で
そ
の

佐
藤
喜
和
　
　
教
育
に
お
け
る
計
画
、
指
導
を
お
願
　
　
分
野
が
広
く
、
ど
こ
の
町
で
も
重
要

　
　
　
　
　
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
性
は
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
足
ふ

み
状
態
で
し
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
漸
く
職
員
も
充
実

し
、
そ
の
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
豊
か
な
人
間
づ
く
り
」
は
「
豊
か

　
春
か
ら
初
夏
に
か
け
、
車
の
移
動

が
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
た

手
続
き
を
済
ま
せ
な
い
た
め
、
ト
ラ

ブ
ル
が
多
い
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

◎
申
告
の
期
限
は
…
－

　
1
取
得
、
申
告
内
容
に
変
更
が
あ

　
　
っ
た
場
合
十
五
日

　
　
以
内

　
2
廃
車
し
た
場
合
三

　
　
十
日
以
内

◎
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
の
返
納
は
忘
れ
ず
に

　
1
町
ナ
ン
バ
ー
は
、

　
役
場
で

　
廃
車
・
町
外
者
へ

　
の
譲
渡
、
売
却
ー

　
役
場
で
手
続
き
。

2
県
ナ
ン
バ
ー
は
、

　
販
売
店
で
、

　
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、

　
手
続
き
を
。

車は1台しか…一

　税金は2台分

　
軽
四
輪
車
（
乗
用
・
貸
物
）
ス

　
　
　
　
　
　
　
自
動
二
輪
車

　
な
ど
1
販
売
店
な
ど
を
通
じ
、

3
手
続
き
を
し
な
い
と1手分校

丸山先生

な
環
境
」
で
育
つ
、
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
施
設
の
整
備
に
併
せ
、
今
後
は
「

人
づ
く
り
」
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

臼
ー
　
1
－
o
I
，
，
匠
阯
I
I
I
1
8
，
1
臼
o
，
1
，
『
I
o
l
l
．
，
1
．
l
I
・
ー
l
o
，
1
一
肚
I
J
1
8
9
・

　
　
課
税
は
、
四
月
一
日
現
在
の
所
…

　
　
有
者
に
対
し
さ
れ
ま
す
か
ら
、

　
　
そ
の
年
分
の
納
税
を
し
な
け
れ
…

　
　
ば
な
り
ま
せ
ん
．
　
　
｝

　
1
町
ナ
ン
バ
ー
は
…
…
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
取
得
す
れ
ば
、
そ
の
…

　
　
　
　
　
　
年
は
無
税
。
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
廃
車
し
て
も
、
税
は
㎜

◎
四
月
二
日
以
後
の
移
動
と
納
税

一自動車税一
方
で
、

プ
レ
ー
ト
を
付
け
た
車
が
あ
り

ま
す
。

　
法
律
で
、
十
五
日
以
内
に
手

続
き
を
す
る
こ
と
が
、
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
も
ど
り
ま
せ
ん
。

　
2
県
ナ
ン
バ
ー
は
…
…

　
　
取
得
す
れ
ば
、
月
割

　
　
納
税
。
廃
車
す
れ
ば
、

　
　
税
が
月
割
で
も
ど
り

　
　
ま
す
。

　
車
は
：
…
・

　
　
住
所
が
町
内
に
有
る
…

　
県
、
町
外
の
ナ
ン
バ
i

◎
県
・
町
外
ナ
ン
バ
ー
の
…

三省小胃覇隠7

山岸先生

療
構
郵
嬬
郵
嬬
魁
嬬
麗
嬬
麗
嬬
麗
魂
衛

五空もよう
月

リロ　マ　ド　　　リド　　ドリリド　　ロロロ　ロロロロ　ロしロロしリロリリロじコマロロドロロリリロロロじロコロリリロロロロ

⑬地すべり巡視員の顔ぷれi発暴点翻

　
　
生

　
　
先

小
田
，

山之
丸

松
松
之
山

小水新光兎

谷梨山間口

大
荒
戸

下
川
平

上
川
手

下上東中藤松湯
蝦蝦
池池川尾倉里山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦

　
　
　
　
（
敬
称
略
）
　
｝

村
山
　
俊
治
（
武
蔵
屋
）
　
一

大
見
　
正
武
（
朝
も
と
）
　
・
。

小
野
塚
敏
夫
（
大
　
下
）
　
．

五
＋
子
平
志
賀

新曽藤東赤坪

田根原山倉野

上
の
山

湯
之
島

中
立
山

田
麦
立

月
　
池

坂
　
中

山
岸
　
留
作
（
大
　
下
）

中
島
　
喜
子
（
三
益
屋
）
　
一

相
沢
　
達
雄
（
日
の
出
屋
）
一

高
橋
　
伸
　
　
（
大
　
杉
）
　
…

志
賀
　
鶴
治
（
崎
の
島
）
　
一

滝
沢
　
彦
作
（
丸
　
や
）
　
一

小
口
　
信
栄
（
佐
　
七
）

福
原
　
庚
造
（
十
一
屋
）
　
一

佐
藤
　
良
道
（
正
法
寺
）
　
㎜

樋
口
　
虎
雄
（
　
下
　
）
　
…

小
野
塚
辰
太
郎
（
山
木
屋
）
　
一

小
野
塚
保
夫
（
七
　
院
）
　
．

大
見
　
勝
平
（
そ
り
め
）
　
一

　
　
　
重
信
（
重
屋
）
一

福
原
　
辰
治
（
念
根
木
）
　
｝

村
山
　
重
雄
（
上
宮
田
）
　
｝

渡
辺
　
虎
雄
（
南
　
）
　
一

食
重
　
良
司
（
甚
　
内
）
　
一

本
山
　
義
政
（
政
　
六
）
　
…

久
保
田
年
松
（
前
　
田
）
　
…

畔
上
　
力
郎
（
田
の
助
）
　
…

妻
島
　
清
　
　
（
清
九
郎
）
　
…

佐
藤
　
富
義
（
権
べ
え
）
　
一

本
山
　
健
市
（
沢
　
）
　
．

保
坂
　
義
一
（
豆
腐
屋
）
　
…

竹
内
　
信
幸
（
糀
　
屋
）
　
㎜

黒西北樋崩
　之浦
倉前田田田

布南早竹保
施雲川内坂
源　　　儀
一機賢正八
郎一司男郎
　　ハ　パ　パ　パ
大新大勘儀

井屋下助平
）　）　）　）　）

5
月
　
は
れ

　
6
月
　
は
れ
時
々
〈
も
り

　
　
7
月
　
雨
の
ち
晴

　
の
日
力
多
い

　か

や
や
高
く
、

　
少
な
い
◎

…
だ
が
、

期
間
も
あ
る
。

　
　
六
月

見
込
み
。
後
半
は
梅
雨
ら
し
い
天
気

と
な
る
。
平
均
気
温
は
並
か
や
や
低

高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
晴
天

　
。
平
均
気
温
は
平
年
並

　
　
降
水
量
は
並
か
や
や

日
照
は
や
や
多
い
見
込
み

一
時
天
気
の
く
ず
れ
や
す
い

比
較
的
晴
れ
の
日
が
多
い

新
潟
地
方
気
象
台

く
、
降
水
量
、
日
照
と
も
並
。

　
七
月
　
前
半
は
梅
雨
前
線
の
活
動

が
活
発
と
な
り
そ
う
。
夏
ら
し
い
天

気
と
な
る
の
は
下
旬
の
見
込
み
。

　
平
均
気
温
は
並
で
、
降
水
量
は
並

か
や
や
多
め
。
ま
た
、
日
照
は
並
の

見
込
み
。

　
梅
雨
明
け
は
平
年
並
か
、
二
十
日

前
後
と
な
り
そ
う
。

福
原
　
一
雄
さ
ん
（
天
水
越
・
再
任
）

　
　
　
生

　
　
　
先

　
　
小
原

　
　
山

　
　
之
笠

　
　
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
今
年
、
次
の
方
が
た
か
ら
地
す
　
　
一

べ
り
巡
視
員
と
し
て
、
ご
活
躍
を
　
　
一

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
一

樋
口
　
秀
雄
さ
ん
（
兎
口
・
再
任
）
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

石
塚
　
清
丸
さ
ん
（
田
麦
立
・
再
任
）
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

久
保
田
年
松
さ
ん
（
新
田
・
新
任
）
　
一

小
野
塚
半
平
さ
ん
（
藤
倉
・
新
任
）
　
一

志
賀
規
男
さ
ん
（
松
口
・
新
任
）
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

志
賀
　
勝
治
さ
ん
（
五
＋
子
平
・
新
任
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

証
の
更
新
日

許
日
日
日
日

免
1
9
1
6
2
1
1

8

転
月
月
月
月

　
　
5
6
7
8

運
き

　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
と

塞
．
　
　
．

松里小コ　

外立先生

■ところ　　　　　　一

　　松代町総合センター

■わからないこと

　　a3131免許更新の係
松之山中

村山先生
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本山校長先生　　斉藤校長先生　　　佐久間校長先生
（順不同）

　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
校
磯

　
　
　
　
　
　
　
、
縄

　
　
　
　
　
　
割
松

　
　
　
　
　
　
三

わ
か
ら
な
い
よ
う
で

　
　
　
　
わ
か
っ
た
話

葉
子
　
実
は
税
の
こ
と
で
、
一
寸
教

え
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
が
…
…
。

樹
一
何
税
で
す
か
？

松
子
　
？
…
…
。
自
分
の
木
を
切
っ

て
、
な
ぜ
税
が
か
か
る
の
か
教
え
て

も
ら
い
た
い
ん
で
す
。

樹
一
　
そ
れ
は
「
木
材
引
取
税
」
と

い
う
ん
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
土
地
に
固

定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
の
で
、
立
木

も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
税
に
は
国
税
、
地

方
税
が
あ
り
、
　
「
木
材
引
取
税
」
は

地
方
税
法
の
中
に
「
こ
の
税
は
、
…

．
：
最
初
の
引
取
者
に
課
す
る
已
と
い

う
内
容
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
麺

　
　
　
　
　
銀

　
　
　
　
　
田
小

　
　
　
　
　
浦

木
材
ー

4・　
　
あ
ー
、

…
…
」
に
な
る
訳
ね
。

　
　
そ
う
で
す
。

葉
子
　
　
　
　
そ
れ
で
自
分
の
木
を

切
っ
て
使
う
と
持
ち
主
が
「
最
初
の

人樹
一
　
　
　
　
　
そ
の
よ
う
に
「

最
初
の
引
取
者
」
か
ら
納
税
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

松
子
　
じ
ゃ
、
売
っ
た
と
き
は
ど
う

な
る
の
か
し
ら
？

樹
一
　
そ
の
場
合
は
、
買
っ
た
人
が

「
最
初
の
人
…
…
」
に
な
り
ま
す
の

松之山小｝

磯貝先生

　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
4
野

　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
之
長

　
　
　
　
　
松

　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
一
先

　
　
　
　
　
4
沢

　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
槻
吉

讐
鶴
騨
生

　
　
　
　
　
　
先

之
竹

松

　
こ
の
程
、
県
の
教
育
委
員
会
か
ら

社
会
教
育
主
事
と
し
て
、

治
（
写
真
）
先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し

で
買
っ
て
人
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
「
木
材
引
取
税
」
と

は
別
に
伐
採
し
た
場
合
、
自
家
用
、

販
売
を
問
わ
ず
「
山
林
所
得
」
と
し

て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

葉
子
　
そ
の
税
や
所
得
は
、
ど
の
よ

う
に
算
定
さ
れ
る
の
で
す
か
？

樹
一
　
ま
ず
、
木
材
引
取
税
は
見
積

価
格
に
二
％
の
割
合
で
算
出
し
ま
す
。

　
山
林
所
得
は
、
見
積
価
格
が
五
十

万
円
を
超
え
た
場
合
、
申
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
特
別
控

除
額
と
し
て
五
十
万
円
が
控
除
に
な

り
ま
す
。

　
税
率
も
他
の
所
得
よ
り
低
く
、
特

別
に
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伐
採
し
た
人
、
販
売
し
た
人
は
、

役
場
へ
届
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ネ
エ
「
先
生
」
お
し
え
て
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
か
ら
社
会
教
育
主
事
が
来
町

　
　
　
　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
学
校
教
育
」
に
対
し
、
　
「
社
会
教

　
　
　
　
　
　
先
生
か
ら
三
か
年
間
、
町
の
社
会
　
育
」
は
青
少
年
か
ら
老
人
ま
で
そ
の

佐
藤
喜
和
　
　
教
育
に
お
け
る
計
画
、
指
導
を
お
願
　
　
分
野
が
広
く
、
ど
こ
の
町
で
も
重
要

　
　
　
　
　
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
性
は
認
識
し
て
い
た
も
の
の
、
足
ふ

み
状
態
で
し
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
漸
く
職
員
も
充
実

し
、
そ
の
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
豊
か
な
人
間
づ
く
り
」
は
「
豊
か

　
春
か
ら
初
夏
に
か
け
、
車
の
移
動

が
増
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
た

手
続
き
を
済
ま
せ
な
い
た
め
、
ト
ラ

ブ
ル
が
多
い
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

◎
申
告
の
期
限
は
…
－

　
1
取
得
、
申
告
内
容
に
変
更
が
あ

　
　
っ
た
場
合
十
五
日

　
　
以
内

　
2
廃
車
し
た
場
合
三

　
　
十
日
以
内

◎
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　
の
返
納
は
忘
れ
ず
に

　
1
町
ナ
ン
バ
ー
は
、

　
役
場
で

　
廃
車
・
町
外
者
へ

　
の
譲
渡
、
売
却
ー

　
役
場
で
手
続
き
。

2
県
ナ
ン
バ
ー
は
、

　
販
売
店
で
、

　
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、

　
手
続
き
を
。

車は1台しか…一

　税金は2台分

　
軽
四
輪
車
（
乗
用
・
貸
物
）
ス

　
　
　
　
　
　
　
自
動
二
輪
車

　
な
ど
1
販
売
店
な
ど
を
通
じ
、

3
手
続
き
を
し
な
い
と1手分校

丸山先生

な
環
境
」
で
育
つ
、
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
施
設
の
整
備
に
併
せ
、
今
後
は
「

人
づ
く
り
」
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

臼
ー
　
1
－
o
I
，
，
匠
阯
I
I
I
1
8
，
1
臼
o
，
1
，
『
I
o
l
l
．
，
1
．
l
I
・
ー
l
o
，
1
一
肚
I
J
1
8
9
・

　
　
課
税
は
、
四
月
一
日
現
在
の
所
…

　
　
有
者
に
対
し
さ
れ
ま
す
か
ら
、

　
　
そ
の
年
分
の
納
税
を
し
な
け
れ
…

　
　
ば
な
り
ま
せ
ん
．
　
　
｝

　
1
町
ナ
ン
バ
ー
は
…
…
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
取
得
す
れ
ば
、
そ
の
…

　
　
　
　
　
　
年
は
無
税
。
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
廃
車
し
て
も
、
税
は
㎜

◎
四
月
二
日
以
後
の
移
動
と
納
税

一自動車税一
方
で
、

プ
レ
ー
ト
を
付
け
た
車
が
あ
り

ま
す
。

　
法
律
で
、
十
五
日
以
内
に
手

続
き
を
す
る
こ
と
が
、
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
も
ど
り
ま
せ
ん
。

　
2
県
ナ
ン
バ
ー
は
…
…

　
　
取
得
す
れ
ば
、
月
割

　
　
納
税
。
廃
車
す
れ
ば
、

　
　
税
が
月
割
で
も
ど
り

　
　
ま
す
。

　
車
は
：
…
・

　
　
住
所
が
町
内
に
有
る
…

　
県
、
町
外
の
ナ
ン
バ
i

◎
県
・
町
外
ナ
ン
バ
ー
の
…

三省小胃覇隠7

山岸先生

療
構
郵
嬬
郵
嬬
魁
嬬
麗
嬬
麗
嬬
麗
魂
衛

五空もよう
月

リロ　マ　ド　　　リド　　ドリリド　　ロロロ　ロロロロ　ロしロロしリロリリロじコマロロドロロリリロロロじロコロリリロロロロ

⑬地すべり巡視員の顔ぷれi発暴点翻

　
　
生

　
　
先

小
田
，

山之
丸

松
松
之
山

小水新光兎

谷梨山間口

大
荒
戸

下
川
平

上
川
手

下上東中藤松湯
蝦蝦
池池川尾倉里山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦

　
　
　
　
（
敬
称
略
）
　
｝

村
山
　
俊
治
（
武
蔵
屋
）
　
一

大
見
　
正
武
（
朝
も
と
）
　
・
。

小
野
塚
敏
夫
（
大
　
下
）
　
．

五
＋
子
平
志
賀

新曽藤東赤坪

田根原山倉野

上
の
山

湯
之
島

中
立
山

田
麦
立

月
　
池

坂
　
中

山
岸
　
留
作
（
大
　
下
）

中
島
　
喜
子
（
三
益
屋
）
　
一

相
沢
　
達
雄
（
日
の
出
屋
）
一

高
橋
　
伸
　
　
（
大
　
杉
）
　
…

志
賀
　
鶴
治
（
崎
の
島
）
　
一

滝
沢
　
彦
作
（
丸
　
や
）
　
一

小
口
　
信
栄
（
佐
　
七
）

福
原
　
庚
造
（
十
一
屋
）
　
一

佐
藤
　
良
道
（
正
法
寺
）
　
㎜

樋
口
　
虎
雄
（
　
下
　
）
　
…

小
野
塚
辰
太
郎
（
山
木
屋
）
　
一

小
野
塚
保
夫
（
七
　
院
）
　
．

大
見
　
勝
平
（
そ
り
め
）
　
一

　
　
　
重
信
（
重
屋
）
一

福
原
　
辰
治
（
念
根
木
）
　
｝

村
山
　
重
雄
（
上
宮
田
）
　
｝

渡
辺
　
虎
雄
（
南
　
）
　
一

食
重
　
良
司
（
甚
　
内
）
　
一

本
山
　
義
政
（
政
　
六
）
　
…

久
保
田
年
松
（
前
　
田
）
　
…

畔
上
　
力
郎
（
田
の
助
）
　
…

妻
島
　
清
　
　
（
清
九
郎
）
　
…

佐
藤
　
富
義
（
権
べ
え
）
　
一

本
山
　
健
市
（
沢
　
）
　
．

保
坂
　
義
一
（
豆
腐
屋
）
　
…

竹
内
　
信
幸
（
糀
　
屋
）
　
㎜

黒西北樋崩
　之浦
倉前田田田

布南早竹保
施雲川内坂
源　　　儀
一機賢正八
郎一司男郎
　　ハ　パ　パ　パ
大新大勘儀

井屋下助平
）　）　）　）　）

5
月
　
は
れ

　
6
月
　
は
れ
時
々
〈
も
り

　
　
7
月
　
雨
の
ち
晴

　
の
日
力
多
い

　か

や
や
高
く
、

　
少
な
い
◎

…
だ
が
、

期
間
も
あ
る
。

　
　
六
月

見
込
み
。
後
半
は
梅
雨
ら
し
い
天
気

と
な
る
。
平
均
気
温
は
並
か
や
や
低

高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
晴
天

　
。
平
均
気
温
は
平
年
並

　
　
降
水
量
は
並
か
や
や

日
照
は
や
や
多
い
見
込
み

一
時
天
気
の
く
ず
れ
や
す
い

比
較
的
晴
れ
の
日
が
多
い

新
潟
地
方
気
象
台

く
、
降
水
量
、
日
照
と
も
並
。

　
七
月
　
前
半
は
梅
雨
前
線
の
活
動

が
活
発
と
な
り
そ
う
。
夏
ら
し
い
天

気
と
な
る
の
は
下
旬
の
見
込
み
。

　
平
均
気
温
は
並
で
、
降
水
量
は
並

か
や
や
多
め
。
ま
た
、
日
照
は
並
の

見
込
み
。

　
梅
雨
明
け
は
平
年
並
か
、
二
十
日

前
後
と
な
り
そ
う
。

福
原
　
一
雄
さ
ん
（
天
水
越
・
再
任
）

　
　
　
生

　
　
　
先

　
　
小
原

　
　
山

　
　
之
笠

　
　
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
今
年
、
次
の
方
が
た
か
ら
地
す
　
　
一

べ
り
巡
視
員
と
し
て
、
ご
活
躍
を
　
　
一

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
一

樋
口
　
秀
雄
さ
ん
（
兎
口
・
再
任
）
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

石
塚
　
清
丸
さ
ん
（
田
麦
立
・
再
任
）
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

久
保
田
年
松
さ
ん
（
新
田
・
新
任
）
　
一

小
野
塚
半
平
さ
ん
（
藤
倉
・
新
任
）
　
一

志
賀
規
男
さ
ん
（
松
口
・
新
任
）
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

志
賀
　
勝
治
さ
ん
（
五
＋
子
平
・
新
任
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

証
の
更
新
日

許
日
日
日
日

免
1
9
1
6
2
1
1

8

転
月
月
月
月

　
　
5
6
7
8

運
き

　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
と

塞
．
　
　
．

松里小コ　

外立先生

■ところ　　　　　　一

　　松代町総合センター

■わからないこと

　　a3131免許更新の係
松之山中

村山先生
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9
俵

二
七
、
七
〇
〇
円

作
料
が

　
　
　
改
　
正

－
四
月
鰯
日
か
ら
ー

　
四
月
一
日
か
ら
水
田
の
標
準
小
作

料
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
林
省
が

決
め
る
「
統
制
小
作
料
」
の
外
に
町
内

の
「
標
準
小
作
料
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
三
年
に
一
回
、
国
の
経

済
状
況
、
農
業
の
動
態
の
外
、
町
農

業
の
実
態
を
勘
案
し
て
改
正
し
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
新
し
く
五

一
〇
㎞
ど
五
四
〇
㎏
が
追
加
に
な
り
、

こ
れ
で
町
内
六
地
域
に
分
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
貸
人
、
借
受
人
の
双
方
が
よ
く
話

し
合
い
適
正
な
小
作
料
を
決
め
て
下

さ
い
。

　
最
近
「
や
み
小
作
」
な
ど
を
し
て

い
た
た
め
、
農
業
者
年
金
や
離
農
給

付
金
を
も
ら
え
な
い
人
が
続
出
し
て

い
ま
す
。

　
「
小
作
契
約
」
は
適
法
に
結
び
、

こ
ん
な
悲
劇
を
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
小
作
料
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
町
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
。

改訂後の標準小作料

う
　
ぶ
　
声

第1地区（540kg） 27，700円

第2地区（510kg） 23，500円

第3地区（480kg） 19，600円

第4地区（450kg） 16，700円

第5地区（420kg） 12，700円

第6地区（390kg） 9，700円

草
村
美
枝
子

村
山
　
智

（
湯
山
・
茂
の
長
女
）

（
橋
詰
・
光
義
の
二
男
）

盈
腰

σ
．

たばこ　は

　4ク《の嘱

町内で
買いましょう

小
野
塚
一
弘
（
東
川
・
秀
一
の
長
男
）

田
辺
　
和
美
（
新
田
・
馨
の
長
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
く
　
や
　
み

重
野
美
香
子
（
上
蝦
池
・
信
幸
の
二
女
）

小
野
塚
寿
子
（
湯
山
・
茂
の
二
女
）

樋
口
　
公
博
（
湯
本
・
良
男
の
長
男
）
　
樋
ロ
　
フ
ク
㈹
（
湯
山
・
伴
助
）

小
野
塚
理
香
（
東
川
・
孝
雄
の
長
女
）
　
保
坂
市
次
郎
㈲
（
樋
田
・
も
く
院
）

福
原
　
稔
　
（
小
谷
・
利
義
の
二
男
）
　
竹
内
　
シ
ヨ
㈲

大
見
　
裕
香
（
下
蝦
池
・
文
男
の
長
女
）
福
原
　
キ
ミ
㈹
（
天
水
越
・
沖
）

小
野
塚
ゆ
き
み
（
藤
倉
・
富
夫
の
二
女
）
　
〃
　
　
ア
キ
8
①
（
　
〃
　
・
　
〃
）

　
〃
　
咲
江
（
東
川
・
正
司
の
長
女
）
　
小
野
塚
理
香
⑥
（
東
川
・
沢
）

村
山
　
和
典
（
湯
本
・
健
の
長
男
）
　
　
高
橋
　
源
作
㈹
（
天
水
島
・
助
甚
）

久
保
田
　
理
（
藤
原
・
勇
の
長
男
）
　
　
　
〃
　
タ
イ
㈲
（
中
尾
・
友
ぜ
ん
）

布
施
　
裕
幸
（
松
之
山
・
長
一
の
長
男
）
村
山
　
福
蔵
㈹
（
赤
倉
・
山
田
屋
）

村
山
　
光
志
（
橋
詰
・
良
一
の
二
男
）
　
本
山

〃
亜
矢
（
北
浦
田
二
三
二
の
二
女
）
高
橋
銀
太
郎
⑳
（
中
尾
・
柿
の
木
）

新
　
婚
　
さ
　
ん

新
採
　
用

　
　
　
　
　
5
　
人

退

職2
　
人

▽
佐
藤
　
昇

重志佐若飯樋
野賀藤井塚口

赤中天東　天新有
倉尾水川〃水田［
　・島・　越・
山友・沢・・は荏
田ぜ助）　沖んく
屋ん甚　乙一に毘
）））　　　ん、
　　　　　　）136）世帯数1，469（△46

勝
栄
㈹
（
崩
田
・
は
ん
に
ん
）
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砿
比

ト
ラ
㈲
（
兎
口
・
南
）
　
　
　
防
日

ワ
カ
劔
（
中
立
山
●
加
吉
）
　
臥
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
年

ト
ラ
⑳
（
小
谷
・
下
越
道
）
　
）
前

ト
ク
⑳
（
曽
根
・
沢
）
　
　
　
6
1
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
内

石
蔵
㈱
（
松
口
・
か
じ
屋
敷
）
（
）

（
農
政
係
長
↓
産
業

課
長
）

（
産
業
課
長
補
佐
・

農
林
施
設
係
長
兼
務
）

（
産
業
課
農
政
係
↓

同
課
農
政
係
長
）

（
公
民
館
長
・
社
会

教
育
係
長
兼
務
）

▽
高
橋
　
和
恵
（
総
務
課
税
務
係
↓

　
　
　
　
　
産
業
課
農
林
施
設
係
）

一
三
㈹
（
上
蝦
池
・
車
や
）

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。
　
（
順
不
同
）

　
　
異
　
　
動

▽
久
保
田
正
敏
（
産
業
課
長
↓
総
務

　
　
　
　
　
　
課
長
）

丸山いずみ

▽
村
山
俊
介

▽
小
野
塚
与
芳

▽
丸
林
　
哲
二

’

功藤佐

退

職

▽
保
坂
　
誠
司

▽
植
木
　
誠
一

▽
飯
塚
シ
ズ
子

相沢恵一

（
総
務
課
長
）

（
収
入
役
室
）

（
浦
田
診
・
看
護
婦
）

早広…報

0

新
　
採
　
用

▽
佐
藤
　
功
（
産
業
課
・
農
政
係
）

▽
久
保
田
雅
夫
（
収
入
役
室
）

▽
相
沢
恵
一
（
産
業
課
・
農
政
係
）

▽
丸
山
い
ず
み
（
総
務
課

男2，717人（△75）女2，839人

昭和53年5月1日現在　　（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
税
務
係
）
き

▽
松
沢
末
美
（
松
之
山
保
育
所
保
母
）
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
つ

久保田雅夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
～
と

ー
せ
ん
せ
い
〃
そ
れ
は
な
い
ヨ
ー

　
「
福
は
ー
う
ち
、
オ
ニ
は
ー
そ
と
。
」

　
せ
ん
せ
い
、
外
に
出
ち
ゃ
え
ば
、
豆
ひ
ろ
わ
ん
ね
や

ネ
。
で
も
、
き
ょ
う
は
オ
ニ
に
な
っ
て
い
っ
け
ナ
ー
。

こ
っ
け
に
ひ
ろ
っ
た
ん
が
…
…
…
。

ば
ん
が
た
も
や
っ
ば
り
オ
ニ
ん
な
ろ
う
。
（
松
里
保
育
所
で
）

松沢末蔓
　　人口の


